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本調査は、長年にわたり芸術や福祉の分野でも活動を行ってきた日本財団の「日本財団
パラリンピック研究会」と、障害者の芸術活動に関する授業や取組みを推進している東京
藝術大学COI「障がいと表現研究」グループによる共同研究である。

2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けた障害者芸術振興策に関する研究およ
び構想設計のための基礎的情報の収集および整理を目的に、美術・音楽・パフォーミング
アーツの３部門を包含する横断的な調査を試みた。

インターネットを通じた情報収集を中心に、一部の個別インタビューを併用した限定的な
アプローチではあるが、従来の限られた部門に限定した調査からは導き出されなかった活
動の全体観や課題の一部を見出すことができた。

本調査結果と考察を踏まえ、今後は障害者芸術振興に資する調査研究の深掘りや体制
づくりの強化が期待されるところである。

はじめに
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１．目的と概要、統計
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１.１．目的と概要

■目的
2020年東京パラリンピックに向けた障害者芸術振興策に関する研究および構想設計のための基礎的情報の収集および整理。

■概要
国内の障害者による主な芸術活動の主体および事業を、美術、音楽、パフォーミングアーツの3部門で各30件程度リストアップする。

■調査内容
インターネットによる基礎情報リサーチと個別インタビュー等による詳細リサーチを行った。

【基礎情報リサーチの主な調査項目】

類型、名称、主な対象障害、対象者、活動形態、活動内容、実施団体、開催地、開催時期/頻度、開始年度、特徴

【詳細リサーチの主な調査項目】

目的、活動内容、対象、関係者、場所/設備、成果・実績、広報、資金繰り、特徴、課題や今後の展望

■調査期間
2015年9月～2016年1月

■調査件数
【美術】 基礎情報：37件、 詳細（インタビュー等）：3件（アトリエpangaea、ボーダレス・アートミュージアムNO-MA、たんぽぽの家）

【音楽】 基礎情報：25件、 詳細（インタビュー等） ：2件（ゴールドコンサート/GCグランドフェスティバル、藝大アーツ・スペシャル）

【パフォーミングアーツ】 基礎情報：26件、 詳細（インタビュー等）：2件（日本ろう者劇団、みんなのダンスフィールド）
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１.２．統計① 部門別：対象障害の活動件数

※１件の活動で複数の障害を扱っている場合は対象障害ごとにカウントしている

今回の調査結果における部門別の対象障害の活動件数は以下の通りである。
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１.２．統計② 都道府県別：対象部門の活動件数

（件）

今回の調査結果における都道府県別の対象部門の活動件数は以下の通りである。
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２．美術
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障害者による美術は、「アール・ブリュット」や「エイブル・アート」、「アウトサイダーアート」とも呼ばれ、近
年その活動が盛んになってきている。

既存の美術や文化とは無縁のなかで制作された芸術作品で、 加工されていない生(き)の芸術、すなわ
ち伝統や流行、教育などに左右されず自身の内側から湧きあがる衝動のままに表現した芸術と言える。

知的障害者、精神障害者などが精神病院内におけるアートセラピーなどで描いた絵画と捉えられること
もあるが、今日では障害を持つ人たちの作品を社会につながりを持つための手がかりとして支援しようと
する動きが盛んになってきている。団体によっては障害者による作品をWebサイトや店頭で販売するなど
して障害者の雇用を生んだり、自立支援につなげる活動を推進しているところもある。

今回の調査では、障害者による積極的な美術活動を対象に、書や手芸、工芸なども含めできるだけ幅
広いジャンルを包括することとした。

調査結果からは、知的障害者や発達障害者による創作活動が多くみられたが、視覚障害者が美術を鑑
賞する支援活動も存在し、言葉による説明や触覚など五感を生かした新たな楽しみ方も生み出されてい
ることがわかった。

また、最近では、日本人の作品がヨーロッパ各地の展覧会で高く評価されたり、国内でも障害者による
美術を扱う美術館や施設が続々と創設されるなど、年々関心が高まってきており、これからも認知度の向
上は期待される。

２.１. 概要
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２.２. 活動一覧（1/5）

【注】※1記載順は開催地を基準とした（全国→複数→都道府県）

※2「イベント」は一時的な取組み、「活動」は定常的な取組み

※3「○」は対象障害が不特定
※4「鑑賞型」は受動的な関与、「参加型」は能動的な関与

※5詳細リサーチの項目に準じた特徴を明記

（以降のページも同様）

No
※1

類型
※2

名称

主な対象障害※3 主な対象者 活動形態※4

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴※5
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

1 ｲﾍﾞﾝﾄ 第15回全国障害者芸術文化祭 ● ● ● ●

・障害のある人の芸術や文化活動への参加を通じて、障害のある人の自立と社会参加の促進
に寄与することを目的として、全国持ち回りで開催。
・今年のかごしま大会では「障害のある人もない人もみんなで楽しみ、交流でつなぐアートの
輪！」をコンセプトとして、以下のような多彩なイベントを開催

-美術・文芸作品の展示
-音楽、ダンスなどのステージイベント
-バリアフリー映画祭

厚生労働省 全国
2015年11月27～29
日
（年に1回））

2001年

＜プログラム（活動内容）＞
全国での持ち回りを通じて、各地ならではの特徴を生かした実施や、
実施ノウハウの共有によるプログラム（活動内容）の質的向上を図る。
＜資金繰り＞
政府主導のイベントとして、多くの地場企業から協賛を募る。スポン
サー額に応じたメディア露出を設定している。

2 ｲﾍﾞﾝﾄ アール・ブリュット作品全国公募 ● ● ● ●
全国からアール・ブリュット作品を公募し、入選作品は、2016年にパリ市立アル・サン・ピエール
美術館、2017年にアール・ブリュット・コレクション（スイス）の展覧会の出展候補作品として位
置づけられる。また2014年度にNO-MAでも展示される。

文化庁
（事務局：愛成会）

全国
公募：2014年9～10
月
（単年度事業）

2014年
＜目的＞
全国にいる障害者アーティストを発掘することで、クオリティの高い作
品を世界へ発信する。

3 ｲﾍﾞﾝﾄ
日本財団アール・ブリュット美術館合
同企画展

● ● ● ●

・障害と芸術表現に対するこれまでの画一的な語られ方や受容のされ方への問いかけを、
「アール・ブリュット」を掲げ探求する「みずのき美術館」（京都府）、「鞆の津ミュージアム」（広島
県）、「はじまりの美術館」（福島県）、「藁工ミュージアム」（高知県）の初めての合同企画展とし
て開催。
・監修者日比野克彦は「アール・ブリュットとは何か」という問いを、より普遍的、根源的な問い
として昇華させる言葉として、「TURN」という言葉を掲げる。

日本財団

「みずのき美術館」（京都
府）、「鞆の津ミュージア
ム」（広島県）、「はじまり
の美術館」（福島県）、「藁
工ミュージアム」（高知県）

2014年11月8日～
2015年9月23日
（複数年度事業）

2014年

＜目的＞
日比野氏による「TURN」というキーワードを通じて障害と芸術表現に
対する新しいコンセプトを打ち出す。
＜広報＞
facebookを活用し、長期間にわたる巡回展の今の様子を随時発信し、
イベントへの関心を喚起する。

4 ｲﾍﾞﾝﾄ アール・ブリュット・ジャポネ展 ● ● ● ●

・2010年、パリ（フランス）のアル・サン・ピエール美術館にて開催されたアール・ブリュット・ジャ
ポネ展は、（福）社会福祉事業団（現（福）グロー）の声がけにより全国から63名の作品が選ば
れ、約800点がパリに送られた。
・約1年に及ぶ会期中には、約12万人の来館者数を記録する展覧会となり、開催後は日本でも
2011年から3年間をかけて美術館連絡協議会に加盟する美術館によって、同展の国内巡回展
が行われた。

日本財団

埼玉県立近代美術館 2011.4.9 〜 2011.5.15 
新潟市美術館 2011.7.16 〜 2011.8.28 
高浜市やきものの里かわら美術館
2012.4.7 〜 2012.6.3 
岩手県立美術館 2012.6.12 〜 2012.9.2 
高知県立美術館 2013.1.14 〜 2013.6.16
福岡市美術館 2013.10.1 〜 11.24 
熊本市現代美術館 2013.12.7 〜 2014.2.23

2011年

＜プログラム（活動内容）＞
巡回先の全国の7美術館では、各担当学芸員がご当地作家の作品を
新たに紹介したり、全国で活躍する障害者の表現活動に精力的に取
り組んでいる人のトークを企画したりと、各館ごとに特徴ある巡回展
が行われた。来場者数は全国で約5万人。

5 ｲﾍﾞﾝﾄ みんなあーと２０１５ ● ● ●
・道内在住の知的障害者から作品を募集し展示。
・入賞11点、入選100点を選出。

北海道知的障がい
福祉協会

北海道札幌市
かでる２.７

2015年9月3～5日
（年に1回）

2001年
＜プログラム（活動内容）＞
50周年記念として、ステージ部門も設け、パフォーミングアーツとの同
時開催で集客を図る。

6 活動 SOUP ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

「障害者の芸術活動支援モデル事業」として、宮城県内でさまざまに活動している障害のある
人たちの表現活動の原石を探し、その魅力や情報を発信し、新しい交流や参加の機会をつく
ることを図る。
障害のある人が自由に表現し、文化芸術にアクセスするために以下の活動を推進する。

■相談窓口の設置
相談の内容は、［場所・材料・道具］、［支援方法・支援者］、［発表する・広報する・記録する・保
存する］、［鑑賞する・対話する］、［財源・マネジメント］、［所有権・著作権］、［アドバイザー・地
域資源］など。
■人材育成のための研修
障害のある人の芸術活動支援に関する研修会、障害のある作家の著作権保護に関する研修
会を実施。また「障害とは何か」「障害のある人の芸術活動に必要なものは何か」をテーマに対
話やワークショップの場を設け、活動をひらく機会をつくる。
■関係者のネットワークづくり
宮城県内の福祉団体・芸術文化振興団体・自治体などの関係機関とのネットワークづくりを行
う。また、作品の調査・発掘、評価・発信にかかる取り組みも実践。
■参加型展示会の開催
普段は個々それぞれに活動をしている障害者の方々の力とアイディアをもちより発表すること
を実践。学び、交流、社会的インパクトにつながるプログラム。

NPO法人エイブル・
アート・ジャパン

宮城県仙台市
NPO法人エイブル・アー
ト・ジャパン東北事務局内

常時
2014年（単
年度予算）

＜広報＞
宮城県の障害のあるアーティスト・活動・障害のある人たちが参加で
きるアートスペースの情報を一元化し紹介するWebページを設置。福
祉分野に限らず、障害のある人が参加できる芸術文化振興団体の
有効な情報も紹介。
活動に参加する際の利用や、実際の取り組みを訪問し知ることで、
新しい交流やプログラムを生むきっかけづくりを図る。

7 活動 あーとおふ ● ● ● ●

■展覧会
県内外の多くの施設や学校、個人を訪ねて、作品を収納し、展示発表する場を設ける。
■ワークショップ
アートティーチャーを招いての絵画教室や、アートの新しい表現方法を探ったり、その指導者を
養成。
■調査研究
障害のある人のアート活動、また、障害のあるなしにかかわらないアート活動の現状や環境に
ついて調査研究。

NPO法人 工房あか
ね

群馬県高崎市
工房あかね

常時 2001年
＜プログラム（活動内容）＞
アートスクール、アートプロジェクト、アートショップなど、アートを軸に
地域とのつながりを多面的に推進。

8 活動 あいアイ美術館 ● ● ● ●

「アウトサイダーアート美術館」として以下のような活動を行っている。

1.小さな画伯たちの「作品常設展示」と季節ごとの「企画展示」
2.作品収集・整理、小さな画伯たちの成長記録作成
3.フエルトペン・書・中国茶芸はじめ、各講座の開催
4.美術鑑賞会、各講演会開催
5.画材紹介コーナー
6.あいアイミュージアムグッズコーナー
7.出張授業、貸し画廊としての提供
8.シアターはじめ懇談交流の場

NPO法人あいアイ
埼玉県川越市
あいアイ美術館

常時 1997年

＜プログラム（活動内容）＞
障害者自立支援のための講座として以下のような多岐にわたるプロ
グラムを実施している。
■通常「あいアイ」コース

月2回コース 月額 4,000円
■個人指導コース

通信講座 年間12枚作品提出 24,000円 (1年間)
プラス個人指導 1回 2,000円
個人指導のみ 1回 5,000円(通常コースに参加していない場合) 

■出張講座（5名から）
フェルトペン講座 5回コース、10回コース（1回2000円）
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２.２. 活動一覧（2/5）

No 類型 名称

主な対象障害 主な対象者 活動形態

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

9 ｲﾍﾞﾝﾄ NAKANO 街中まるごと美術館 ● ● ● ●

街全体をひとつの大きな美術館として、中野駅北口一帯を中心にアール・ブリュット作品があら
ゆる形で登場。以下の催し物を実施。
・創作ワークショップ（2014年度の参加者数：のべ176名）
・街のスペース（アーケード、美術館、ホール、銀行等）を活用したアール・ブリュット展
・フォーラムの開催 等

独立行政法人福祉
医療機構（主催：社
会福祉法人 愛成
会）

中野サンプラザ、中野区
商店街ほか

1～3月（年に1回） 2010年

＜関係者＞
初めて開催するにあたっては、商店街のキーマンや関係者に根気強
く説得した。一度実施したあとにはイベントの意義を理解し、継続的
な支援をしてくれるようになった。
＜場所＞
商店街のアーケードをはじめ、美術館、学校、ホール、銀行など様々
な場所で作品を展示し、住民や訪問者の目に触れる機会を創出。

10 活動 アトリエpangaea(ぱんげあ) ● ● ● ●

オープンなスペースとして2004年4月より、地域で暮らす障害のある人を対象に毎月1回のアト
リエ活動を中心に行ってきた。最近では毎月、中野区内外から所属・年齢・障害を問わず、小
学生～60代まで平均20名の人びとが参加している。
・アトリエ活動：月1〜2回（日曜日に開催） 参加費：1,000円
・外出企画：年2回（写生や美術館鑑賞など）
・展覧会の開催：年4回

社会福祉法人 愛成
会

東京都中野区
アトリエpangaea(ぱんげ
あ)

常時 2004年

＜目的＞
福祉制度にのらない、公益的な活動を行うことで障害の有無また障
害の重い軽いなども超え、いろいろな人の集まる空間・より「楽しい」
が生まれる空間作りを目標としている。

11 ｲﾍﾞﾝﾄ ポコラート ● ● ● ●

・障害の有無に関係なく、自由な表現の場を提供
・全国から作品を公募し、入選作品を展示し、賞を選出

（2015年度の出展数：203（応募数1286点））
・表現に関するワークショップも同時開催

（2015年度の参加者数：約100名）

千代田区、アーツ千
代田３３３１

東京都千代田区
アーツ千代田3331 １階メ
インギャラリー

2015年6月26日～7
月20日
（年に1回）

2011年

＜広報＞
魅力的なワークショップと同時開催することで展示会への意識喚起も
図る。
＜資金繰り＞
以下の企業との協賛・協力を得ている。
・特別協賛：中外製薬
・協賛：三菱地所
・協力：集英社HAPPY PLUS ART

12 ｲﾍﾞﾝﾄ
アール・ブリュット展 in しながわ水族
館

● ● ● ●
館内には、魚を題材とした作品を中心に、日本全国のアール・ブリュット作家10人による作品
約100点が各所に展示され、水族館とアートが織りなす幻想的な空間を演出。

品川区
東京都品川区
しながわ水族館

2015年9月16日～
10月12日

2015年
＜場所＞
水族館で実施することで、幻想的な空間演出や水族館客への訴求効
果につながる。

13 活動 A/A galleryなど ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

■A/A gallery
障害のある作家の作品を専門に紹介・販売。障害のある人の表現と社会をつなぐアートス
ペースとしてワークショップやセミナーも実施。
■Able Art Company
障害のある作家のアート（絵画・イラスト・書など）を、広告や商品のデザインに仲介。登録作家
は全国から86人、登録作品は8,000点超、事務局は奈良・東京・福岡のNPOによる共同運営。
■企画制作事業
障害のある作家の発掘・育成支援事業「エイブル・アート・アワード～画材支援の部・展覧会支
援の部」、東北の障害のある人と施設を支援する「Good Job！東北プロジェクト」、各種セミ
ナー事業など。

特定非営利活動法
人エイブル・アート・
ジャパン

東京都千代田区
A/A galleryほか

常時 1994年

＜資金繰り＞
会員制度による資金調達。
会員特典は以下の通り。
・セミナーなどに無料または割引料金で参加
・テーマを設けてのディスカッションや講師を招いての勉強会などに優
先的に参加
・事務局からの活動報告や、障害のある人たちの芸術文化活動に関
する情報を発信
・当法人が発行する出版物などを無料または割引料金で提供

14
活動、
ｲﾍﾞﾝﾄ

パラリンアート ● ● ● ●

■芸術美術
アトリエでの絵画教室等を通じて障害者アーティストを育成
■ライセンス部門
障害者アーティストによる複製絵画やデザインを使用したビジネス支援
■イベント部門
定期的なイベントを行い障害者アーティストを広く認知してもらう

一般社団法人 障
がい者自立推進機
構

東京都港区 常時 2007年

＜場所＞
Webサイトのギャラリーにて全国へアーティストを紹介。出身地別や
ジャンル別などでも検索可能。
＜資金繰り＞
企業からCSR活動の一環として入会いただき、障害者アーティストの
作品の展示、展覧会の開催、アート作品の２次利用の推進などを行
う。会費によって障害者アーティストの自立を支援。
2011年度の実績として、賛同企業数74社、代理店33社、貸与数223
点で、録作者40人の就労支援として作者報酬を届ける。

15 活動 アート村 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・「才能に障害はない」をコンセプトに、就労が困難な障害者の“アート"(芸術活動)による就労
分野の拡大を目的に設立。現在、絵を描くことを業務とする、多くの障害者アーティストが就労。
・アーティスト社員に障害の度合いやそれぞれの才能に合わせた育成カリキュラムを組み、オ
ンリーワンな個々の得意分野に特化した個性の育成。
・アート村工房では障害者アーティストの作品の図柄を配した商品を、障害者手作りによる心
のこもった商品としてオンラインショップで販売することにより、 “アート”による障害者の自立を
支援。

株式会社パソナ
ハートフル

東京都千代田区 常時 1992年

＜目的/プログラム（活動内容）＞
アーティストとしての育成から作品の販売まで一気通貫した支援など、
“アート”を通じて障害者の社会参加や自立を応援する様々な活動を
推進

16 ｲﾍﾞﾝﾄ 東京都障害者総合美術展 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
東京都内に在住の方で身体障害者手帳または愛の手帳の交付を受けている方から、それを
乗り越えて創作活動を行っている人たちの絵画・書・工芸・写真等の美術作品を発表。

公益財団法人日本
チャリティ協会

東京都豊島区
西武百貨店池袋店

2015年8月6日～10
日
（年に1回）

1987年

＜成果・実績＞
約700点の応募作品が集まり、200点の入選作品が展示。来場者数
は、およそ20,000名。
障害者に対する都民の理解を深めることを目的として、長年にわたり
継続していることがイベントのステータスを上げている。今年の表彰
式には、高円宮妃殿下がご臨席。
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２.２. 活動一覧（3/5）

No 類型 名称

主な対象障害 主な対象者 活動形態

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

17 ｲﾍﾞﾝﾄ 2013 アジア・パラアート TOKYO ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
国内外より約1000点の応募があり、その中から222点の作品が展示。
東京芸術劇場で実施した後は、日本全国の空港施設で特別展示。

公益財団法人日本
チャリティ協会

東京都豊島区
東京芸術劇場展示ホー
ル

2013年10月9日～
13日
（4年に1回）

2009年
＜プログラム（活動内容）＞
現在はアジア地域の作品を中心として展示しているが、将来的には
世界規模での障害者アートの美術展となることを目指している。

18 ｲﾍﾞﾝﾄ 第10回アトリエ・アウトス展 ● ● ● ●
・社会福祉法人嬉泉にて制作された７名の自閉症の人たちによる作品展。
・関連グッズも販売。

社会福祉法人嬉泉
東京都世田谷区
玉川高島屋Ｓ・C 南館6Ｆ
ホワイトホール

2015年6月17日～
23日

1998年

＜場所＞
百貨店や美術館など一般人が訪れる様々な会場で展示会を実施す
ることで多くの人の目に触れてもらう（前回は2014年11月世田谷美
術館にて）。

19 活動 MAR ● ● ●

障害のある人もない人も、こどももお年寄りも、一緒に「みる」ことを通して、社会に存在するさ
まざまなバリア（障壁）を新たな出会いの、そして楽しみのきっかけとしてプラスに変えていけ
るような活動を目指す。市民と美術館を結ぶ緩やかなネットワークグループとして、美術や美
術館の可能性を探るとともに新しい価値観やコミュニケーションを発見し、真の文化づくりにつ
いて考えていく。

■美術館・展覧会に関する情報の公開
美術館のバリアフリーに関する情報の収集と公開。
■アクセス調査
障害・状況などによる対象別アクセスルートをデータベース化し、文字によるアクセスマップの
作成など誰もが利用しやすい形で公開。
■新しい楽しみ方の発見
さまざまな人たちとの鑑賞ツアーを開催し、先入観や固定観念に縛られないコミュニケーショ
ンを通した新たな鑑賞方法の発見やその可能性について探る。
■視覚障害者とみるための鑑賞スキルの開発・ノウハウの蓄積
視覚障害者と一緒にみるためのスキルを開発し、蓄積したノウハウを社会へ還元。

MAR
東京都千代田区
MAR事務局（エイブル・
アート・ジャパン内）

不定期
1999年
（継続
中？）

＜目的＞
まずは、美術館とは一番遠い存在におかれている視覚障害者と一
緒に「みる」ことからはじめている。ここでの「みる」ということは、視覚
や触覚だけに頼るのではなく、「ことば」と通してお互いに想像力を働
かせながら一緒に「みる」ということ。そこに生まれるコミュニケーショ
ンを大切にする。鑑賞とは、ただ物理的に目で見ることではなく、作
品を感じる、感じ取ることで、そこに新たな発見や気づきがあること。
ガイドする人される人という一方的な関係ではなく、ボランティアとい
う立場でもなく、あくまで一緒に楽しくみる仲間として、みて感じて気
づくことを大切にする。

20 活動
視覚障害者とつくる美術鑑賞ワーク
ショップ

● ● ●

障害の有無にかかわらず、多様な背景を持つ人が集まり、ことばを交わしながら一緒に美術
を鑑賞するワークショップ。さまざまな視点を持ち寄ることで、一人では出会えない新しい美術
の楽しみ方を発見できる。誰もが気軽に美術館を訪れて、感じていることや印象、経験や考え
を自由に語り合うような美術鑑賞のスタイルを目指している。

■ワークショップ開催概要
定員：15〜20名程度
対象者：子ども（小学校高学年程度）から大人まで誰でも参加可
参加費：300円〜500円ほど（別途観覧料）

視覚障害者とつくる
美術鑑賞ワーク
ショップ

都内近郊の美術館
常時
（月に1回）

2012年

＜成果・実績＞
・プログラム開催数：計61回（25カ所）、合計参加者数：1015名（うち視
覚障害者214名）
・美術鑑賞ワークショップ（横浜美術館、東京都現代美術館、東京ス
テーションギャラリー、東京都庭園美術館、文化庁メディア芸術祭な
ど）
・学校の授業（横浜市立盲特別支援学校、群馬県立盲学校、女子美
術大学など）
＜広報＞
facebookを有効活用し、参加者を募集。

21 活動 SLOW FACTORY ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・国内外で活躍するアーティストを横浜市内の障害者施設に派遣し、商品の開発。
・全て一点モノの手づくり雑貨ブランド「SLOW LABEL」を、全国の百貨店やセレクトショップで
展示販売会を行う。
・障害の有無を超え、多様な人々が集い、ものづくりを通じて交流するSLOW FACTORYを市
民活動へ展開。

特定非営利活動法
人スローレーベル

神奈川県横浜市
象の鼻テラス

常時 2009年
＜資金繰り＞
障害者による制作物をブランド化して販売することで収益を得て事業
活動を拡大。

22 ｲﾍﾞﾝﾄ ヨコハマ・パラトリエンナーレ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・多様な人々が気軽に訪れることができる象の鼻テラスで、『ヨコハマトリエンナーレ』の公式
認定連携プログラムとして開催される。これにより、「障がい者とアート」の世界が、より身近に
なり、誰もが参加することができるようになることを目指す。
・障害者とプロフェッショナルが協働する現代アート展の開催を通じて、アクセシビリティをはじ
めとした社会に溢れる「障害」に気づき、共に考える機会を創出することで、市民間の相互補
完力を養い、誰もが暮らしやすい街づくりの実現を図る。
・展示会では、障害者とアーティストの共同作品などが展示。

横浜ランデヴープロ
ジェクト実行委員会、
特定非営利活動法
人スローレーベル

神奈川県横浜市
象の鼻テラス

2014年8月1日～11
月3日
（3年に1回）

2014年

＜目的＞
さまざまな才能を持つ障害者と、各分野のプロフェッショナル、国際
的に活躍するアーティストの技術や経験値を掛け合わせ、障害者が
関与する芸術表現の幅をさらに押し広げようとしている（こうしたコラ
ボレーションの形は、既に各地で実験的に行われているものでもあ
るが、それらは福祉施設の活動として行われることが多いため、
人々の目に触れる機会が少ない）。

23 ｲﾍﾞﾝﾄ
第18回長野県障がい者文化芸術祭
～夢・アートフェスタながの～

○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・絵画や工芸、写真などの作品展のほか、楽器演奏などのステージイベント、バスボム制作や
フラワーアレンジメントなどの体験コーナー、福祉施設のバザーなどを開催。
・県内で文化芸術活動に取り組んでいる障害者の作品を展示、紹介。
・より多くの県民に鑑賞いただくため、芸術祭の終了後に５つの会場で県内巡回の「優秀作品
展」を開催。入賞作品（絵画、手芸、工芸、書道、写真 各部門の最優秀賞１点および優秀賞
３点 計２０点）を展示。

長野県
（第18回長野県障が
い者文化芸術祭実
行委員会）

長野県長野市
長野県障がい者福祉セ
ンター「サンアップル」

2015年9月19日～9
月20日
（年に1回）

1998年
＜広報＞
イベント終了後にも、県内の５会場にて巡回作品展を実施。
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２.２. 活動一覧（4/5）

No 類型 名称

主な対象障害 主な対象者 活動形態

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

24 活動 のヴぁ公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

障害のある人、ひきこもりがちな人、居場所を探している人々が、自分のことを語ったり、お
しゃべりしたり、仲間をつくったり、余暇活動を行うなど、考えたり休んだりを繰り返して、 本人
の自信の回復と、社会とのゆるやかな接点づくりを行う、家庭や職場、施設以外の第3の場
所。
・工房：フリーペーパー、缶バッジ、銅版画、木工作品、絵画作品が作れる設備
・講座：絵画、版画、アート、陶芸など、アーティストが講師を務める講座を実施。
・持ち込み企画：場所を開放し、様々な方の持ち込み企画を実施（詩の講座、手芸部など）。

NPO法人クリエイ
ティブサポートレッツ

静岡県浜松市
のヴぁ公民館

常時 2004年
＜関係者＞
障害者をタレントと称して、魅力的にWebサイトにて紹介。スタッフも
同様に掲載し、顔の見える地域における３rdプレイスを訴求。

25 ｲﾍﾞﾝﾄ
生命の徴─滋賀と「アール・ブリュッ
ト」─ 

● ● ● ●

2019年に「アール・ブリュット」を新たなコレクションの核に加えた「新生美術館」の誕生に向け
たステイトメントを示す展覧会として以下の作品を展示。
・滋賀県の福祉施設で行われた造形活動の出発点や歴史の分岐点に登場した作品の展示
・澤田真一氏や伊藤喜彦氏など滋賀県を代表する作家をはじめ、県外・国外の作家の作品
の展示

滋賀県立近代美術
館（平成27年度文
化庁戦略的芸術文
化創造推進事業）

滋賀県大津市
滋賀県立近代美術館

2015年10月3日～
11月23日
（単年度事業）

2015年

＜広報＞
会期中、滋賀県立近代美術館とボーダレス・アートミュージアムNO-
MA、県内施設などを繋ぐバスツアーを行い、点ではく面での普及活
動を実施。

26 活動
ボーダレス・アートミュージアムＮＯ
－ＭＡ

● ● ● ●

・滋賀県近江八幡市の歴史ある昭和初期の町屋を和室や蔵などを活かして改築し、障害者
の作品のみらず一般アーティストの作品と並列に展示。「人の持つ普遍的な表現の力」を伝
えることで「障害者と健常者」をはじめ、様々なボーダー（境界）を超えていくという実践を試み
ている。
・年に5回ほど企画展を開催（2014年度の来場者：1006名）
・海外との連携プロジェクトでは日本の作品を海外の展示会に出展するなども行っている。

社会福祉法人グ
ロー

滋賀県近江八幡市
NO-MA

常時 2004年

＜プログラム（活動内容）/広報＞
2011年の滋賀県アール・ブリュット推進事業で国内やアジア地域に
おいて障害者の作品を調査し、データベース化。今後展覧会などを
通じて広く社会に発信していく機会につなげることや、この調査を通
じて出会った関係者同士のネットワークの構築を推進。

27 活動 金澤翔子まちや記念館 ● ● ● 酒蔵跡の土蔵を再生し、ダウン症の書家金澤翔子氏の作品約１００点を常設。
金澤翔子まちや記
念館

滋賀県近江八幡市
金澤翔子まちや記念館

常時 2015年
＜目的＞
特定の著名アーティストに特化したギャラリーを設けることで、障害
者アートのステータスを高める。

28 活動 ビッグ・アイ アートプロジェクト ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

「国連・障がい者の十年（1983～1992年）」を記念して、2001年（平成13年）に厚生労働省が、
障害者の「完全参加と平等」の実現を図るシンボル的な施設として国際障害者交流センター
（ビッグ・アイ）を設置。
障害者が自ら行う国際交流活動や芸術・文化活動の場として、また、障害者のみならず、広
く国民の参加する交流の場として整備され、それらの活動を通じ、障害者の自立と社会参加
を促進。
アートセミナー、アートキャンプ、サポーター養成講座などをはじめ、障害のある人たちのビ
ジュアルアート、パフォーミングアートの各分野で、3つのコンセプトを持って、以下のようなさ
まざまな企画を実施。
・全ての障害者の参加・活動機会の提供
・才能のあるアーティストの発掘と育成
・先端アーティストの活動支援と社会への発信

ビッグ・アイ共働機
構
（2011年から、社会
福祉法人大阪障害
者自立支援協会を
代表法人として、大
都美装株式会社・
株式会社ナイスの
三者が、新たに
「ビッグ・アイ共働機
構」を結成して、国
から管理運営を受
託）

大阪府堺市
ビッグ・アイ共働機構

常時 2001年

＜関係者＞
施設やイベントの運営など、さまざまな場面で障害のある方とない
方の交流を支えるサポーターを募集しており、平成27年度は以下の
ようなサポーター養成講座を実施した。
■講座スケジュール
第1回「1冊の本と志」
第2回「地域をつなぐボランティア活動 ～自立までの道～」
第3回「キャップハンディ体験 ～障がいのある人への気付き・理解～
vol.1」
第4回「キャップハンディ体験 ～障がいのある人への気付き・理解～
vol.2」
第5回「ビッグ・アイのおしごと」

29 活動 アトリエ・コーナス ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
・障害者の母親たちによってアトリエを運営。
・古い町家を改築したアトリエで障害者による自由なアート活動を支援。
・ギャラリーではアーティストたちの常設展示を実施。

NPO法人コーナス
大阪府大阪市
アトリエ・コーナス

常時 2005年

＜プログラム（活動内容）＞
２年制（自立訓練）の学校も運営し、様々な作家や講師によるアート
プログラムを体験できる。修了後には就労移行支援（２年間）も行う。
＜広報＞
積極的に自主企画展や他団体の展示会にて作品を出展することで、
活動を告知。2011～2014年までに21件のメディアに掲載。2012年に
は活動をまとめたフォトブック,“THE CORNERSONE”を出版。

30 活動 あとりえすずかけ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・絵や創作活動が好きだったり、得意な方がメンバー（デザイナー）となり、仕事として週一回
のペースで制作に取り組む。
・Ｔシャツやてぬぐいに絵を描いたり、刺繍をしたり、自由に描くこともあれば、注文にお応え
することもある。商品開発や縫製などは職員が担当。メンバーと職員それぞれの得意なこと
を生かし合いながら商品や作品の制作、展覧会などの開催を行う。
・月2回の絵画クラブでは、メンバーが思い思いに創作に取り組み、そこから生み出される作
品は国内外で高く評価されている。

社会福祉法人一羊
会

兵庫県西宮市
あとりえすずかけ

常時 1991年

＜成果・実績＞
独自の個性豊かな表現を続けている「すずかけ絵画クラブ」の作品
は、今や海外のアール・ブリュット・コレクションにも作品が収蔵され
るなど、国内外の数多くの展覧会に招待出品されて高い評価を受け
ている。
2015年10月17日〜20日には、阪急西宮ガーデンズにて地元での展
覧会を６年ぶりに開催。ベテランのメンバーはじめ、若いメンバーの
作品など、35名の100点を越える作品を展示。

31 ｲﾍﾞﾝﾄ
奈良県障害者芸術祭 HAPPY SPOT 
NARA

○ ○ ○ ○ ○ ● ●

展示会やワークショップなど多岐にわたる企画を実施（以下は2013-2014年の内容）
・県内15の団体・個人からアート作品を集め展示
・障害者とアーティストが学校でアートワークショップを実施
・障害者と企業、デザイナーなどが一緒に魅力的な商品をつくるワークショップ
・公募で集まった県内の障害者アーツ150点を店舗や町屋で展示する「プライベート美術館」
・ムソルグスキーの名曲になぞらえた障がい者アーツとダンサー、ミュージシャンのコラボ
レーションステージ「鹿の劇場」

奈良県（事務局：財
団法人たんぽぽの
家）

奈良県
1，2月頃の約1～2
週間
（年に1回）

2011年

＜目的＞
「人と人の関係性」から生まれるアートをテーマに、障害のある人た
ちがアーティストや企業、多様な人々と出会うことでお互いに日々を
豊かに生きるための「関係性」をアートでつくりだす。
＜プログラム（活動内容）＞
プログラム間の連携を図ることで、イベント全体の集客力を高める。
以下は2011年度の実績。
・HAPPY SPOT NARAフェスティバル：1552名
・プライベート美術館：1500名
・鹿の劇場：414名
・ワークショップ（４件）：91名



13

２.２. 活動一覧（5/5）

No 類型 名称

主な対象障害 主な対象者 対象者

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

障害者
のみ

健常者
含む

32 活動 アートセンターHANA ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

すべての人がアートを通じて自由に自分を表現したり、互いの感性を交感することができるコ
ミュニティ・アートセンター。
■スタジオ：絵画、立体造形、テキスタイル、陶芸、書、語り、アレンジフラワー、パソコン、子
どものためのアートスクールなどを展開。
■ギャラリー：今を生きる同時代の人たちの表現を多様な視点で紹介したり、アートセンター
で生まれた作品を展示・販売
■カフェ＆ショップ：アートセンターで生まれたアートグッズや書籍を販売
■インフォメーションセンター：国内外の障害者アートやケア、福祉に関する本の閲覧が可能。
各地の展覧会・イベント・セミナーの情報も紹介。

一般財団法人たん
ぽぽの家

奈良県奈良市
アートセンターHANA

常時 2004年

＜目的＞
就労継続支援B型事業（定員10名）では、障害のある人が、地域コ
ミュニティのなかで仕事をすることを目標にしている。アーティストと
して収入を得ることを目標にしたり、人とのコミュニケーションを大切
にした接客などを学ぶ（併設のカフェで）。

33 ｲﾍﾞﾝﾄ アールブリュット和歌山展 ● ● ● ●
2015年8月に設立50周年を迎え、その記念事業の一環として、かつて邸宅「日高御殿」が生
まれ変わった「ぎゃらりーなかがわ」を開設すると共に、障害のある和歌山の作家による作品
を主に展示。

和歌山県福祉事業
団

和歌山県和歌山市、御
坊市
ギャラリー

2015年9月5日～
2016年1月31日
（単年度事業）

2015年
＜場所＞
和歌山市内の大通りに面したビルの中のギャラリーと元邸宅を改装
したギャラリーの2か所を巡回して開催

34 活動 アートサポートセンターひゅるる ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・アート教室では障害の有無や年齢を超えて、月に2回陶芸教室を実施。
・専門家によるセミナーや個別相談を行い、創作活動を支援。
・展覧会の開催や街中での作品展開を実施。
・アーティストの想いや著作権の保護を大切に、アートの新しい可能性を提案。

NPO コミュニティ
リーダーひゅーるぽ
ん

広島県広島市
コミュニティほっとスペー
スぽんぽん、アートサ
ポートセンターひゅるる

常時 2001年

＜場所/広報＞
地域の人もふらっと気軽に立ち寄れてゆっくりくつろげるギャラリー
＆カフェを設置することで、地域の憩いの拠点を目指すとともに、障
害者アートを身近に感じてもらう。

35 活動 アトリエ素心居 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
・創作活動として陶芸、絵画、和太鼓、リトミックなどを中心に支援
・啓発活動として、専用のギャラリーを使用しての展示会の企画・展示や作品販売。さらに
ワークショップやミニコンサートを企画・開催。

特定非営利活動法
人 アトリエ素心居

愛媛県松山市
アトリエ素心居

常時 2001年
＜プログラム（活動内容）＞
絵画のみならず陶芸や和太鼓、リトミックなどを取り入れた支援活動。

36 活動 アートステーションどんこや ● ● ● ●

”障がいがあるから表現できるもの”（エイブルアート：引用）を芸術活動を通して社会に示す
ことで、障害のある人の尊厳を認知し、誰もが住みよいまちづくりをめざす。
・高齢者と障害者の合同作品展及び講演会、シンポジウム。
・創作活動（生活介護事業の活動として、和紙/押し花/絵画/書/マジックアート等）
・作品掲示（啓発活動および動機づけ）
・商品作成（啓発活動および経済的支援）
・体験教室（障害への理解）

社会福祉法人ゆくり
アートステーション
どんこや

宮崎県宮崎市
アートステーションどんこ
や

常時

2015年
（芸術文化
支援活動
は2004年

から）

＜広報＞
「生きる力展」として、高齢者と障害者の合同作品展及び講演会、シ
ンポジウムを開催。アートステーションどんこやメンバーの作品のみ
ならず、80歳以上の高齢者アーティストや県内支援学校生の作品、
市内在宅障がい者の作品なども展示することで活動の認知度を高
める。

37 ｲﾍﾞﾝﾄ 第15回佐賀県障害者作品展 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

障害の正しい理解と障害者に対する偏見、差別を是正するため、又、障害者の社会参加を
促進し、障害者福祉の増進と普及啓発を図ることを目的とする。
会場には、書、絵画、写真、手芸など、障害者の人々の作品や子供たちが描いたポスターな
どを一堂に展示。

一般社団法人佐賀
県身体障害者団体
連合会

佐賀県佐賀市
佐賀県立美術館

2015年12月19日～
2016年1月17日
（年に1回）

2001年

＜成果・実績＞
過去５年間の入場者数が以下のように着実に増加し、2015年度は
過去最高の入場者を記録。
・689人（2011年）⇒723人（2012年）⇒2413人（2013年）⇒2087人
（2014年）⇒3084人（2015年）
＜プログラム（活動内容）＞
以下のような多岐にわたるジャンルのアートを展示（カッコ内の数字
は2015年度の作品点数）。
・書（29）、絵画（164）、写真（12）、手芸（72）、工芸（63）、和/洋裁
（25）
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２.３.１. 詳細①：アトリエpangaea(ぱんげあ)

団体名

設立

所在地

理念

活動内容

『人はみんな、自分の人生の主人公。気持ちをくみとり、ひとり一人のエンパワメント』
そして、その舞台となるのは社会です。
愛成会では本人の意志を大切に、個性を発揮出来る環境を育て、社会と密に手をつな
いで、障害のある人の暮らし、仕事、あそびの充実を目指します。

【メイプルガーデン】 施設入所支援、生活介護、就労移行、短期入所
【ふらっとなかの】 生活介護、就労継続支援B型
【グループホーム】 共同生活援助（8か所）
【アトリエぱんげあ】 地域に暮らす障害者を中心とした創作活動の場
【法人企画事業部】 主に地域商店街や国内外の関係団体との協働によるアールブリュット作品の

展覧会やフォーラム開催など障害者の文化芸術の発信

東京都中野区中野5-26-18

1958年（アトリエ設立は2004年）

社会福祉法人 愛成会

（HPより抜粋、参照）



15

目 的

活動内容

対 象 関係者

場所、設備

広報

課題や今後の展望

成果・実績 特徴

障害の有無また所属や年齢、障害の重い軽いなども超え、多種多様
な人が集まり、出会い、創作活動を楽しむ空間、より「楽しい」が生ま
れる空間づくりを心掛け展開している。

・アトリエ活動：月1〜2回（日曜日に開催） 参加費：1,000円
参加者が画材を選び、自由に創作を行う

・外出企画：年2回
写生や美術館鑑賞など

・展覧会の開催：年4回
アトリエ作品を始め、在宅で制作している方の作品など幅広い視点
から作品を展示し紹介。区内又は、都内施設との合同展の開催など。

・その他
一般開放日やワークショップイベントを通した、他団体・施設、大学など
との交流事業。

＜アトリエ活動＞定員30名
・愛成会や他施設の利用者
・一般就労している障害者
・ひきこもり等の諸事情で社会参

加ができていない方
・特別支援学校に通う学生
・地域の方
・子ども

＜運営＞
・愛成会の企画事業部職員1，2名

＜サポーター＞
・地元のボランティア
・地元のアーティスト
・福祉や芸術系の学生

・施設入居者が利用する多目的スペースをアトリエとして活用。イベント
時は地域センターや区内の体育館を借りている。

・クレヨン、画用紙、のり、セロテープ、粘土など基本的な画材をはじ
め、油絵や水墨画のセット等、参加者のリクエストや障害、年齢など
に合わせて幅広い画材を用意している。

・福祉制度を利用せず公益的な活動を行うことで障
害の有無また障害の重い軽いなども超えた人々の
交差点となる。

・創作時間でも無理に創作させようとはしない。本人
の創作意欲を尊重する。アトリエは参加者にとって
の居心地の良い場であることを重視。

・初参加を希望する障害者には、以下のような事前リ
サーチをし、本人にとって参加しやすい環境の提供
に努める。
-区内：入手できる個人情報をリサーチ
-区外：事前に電話等で本人の様子や状態を把握

＜施設にとって＞
・活動当初の参加者は数名ほどであったが、年々

増加している。
・地域や一般からの参加者をはじめ多数の見学者

やボランティアが施設に訪れる機会となってい
る。

＜障害者にとって＞
・2年間全く絵を描かなかった方が自然と描くように

なり、創作を楽しんでいる。
・創作や出来あがった作品が多くの人とのコミュニ

ケーション、出会いの機会に繋がっている。
・展覧会を機に創作に楽しみを見出し、意欲の向

上につながっている。
・外部との関わりがほぼ無かった方が、多くの人の

中で過ごすことで、日中通所施設に通うように
なった。

＜健常者等にとって＞
・他人への偏見をなくす社会教育の場にもなる。
・障害の有無に関わらず自宅に引きこもりがちな方

にとっての社会復帰の第一歩となっている。
・学生にとっては、障害者への理解や創作姿勢に

係る学びの場となる。

資金繰り

・人件費は法人より負担
・ワークショップや展覧会は助成事業の受託により

開催
・その他、アトリエ開催にかかる経費（画材購入費、

ボランティア交通費など）は全て参加費から負担
している

・展覧会等でチラシ等の配布
・愛成会のHPから情報発信
・SNSを活用
・社会福祉協議会などへの相談経由

・障害者や健常者からのニーズは高まっているものの
活動の拡大に際する事業費の確保が難しい。
⇒福祉制度を利用するスタイルにも取り組み、活動

の幅を広げる。
・展覧会をもっと実施したいが人手不足

⇒より一層の情報発信を図り協力者を募る。

２.３.１. 詳細①：アトリエpangaea(ぱんげあ)
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２.３.２. 詳細②：ボーダレス・アートミュージアムNO-MA

団体名

設立

所在地

理念

活動内容

私たちは次の2つの言葉を胸に、 この地域に生きる全ての人の、安心な暮らしが保障さ
れ、 尊厳を持ってその人らしく生きることができる社会を創っていきます。
「生きることが光になる」

全ての人は自らの命を通して、人に生きることの尊さを知らせるものであると考えます。
「ほほえむちから」

ほほえむちからを、人は誰でも持っています。 向かい合う人に対するほほえむちか
ら、向かい合う人のほほえむちからを大切にします。

【高齢】 養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、老人デイサービスセンター、
高齢者支援センター、居宅介護支援事業所

【障害】 グループホーム、障害福祉サービス事業所、障害福祉サービス事業、
障害児入所施設、障害者支援施設

【相談】 相談支援事業
【救護】 救護施設
※ボーダレス・アートミュージアムNO-MAは平成16年に開館

滋賀県近江八幡市安土町下豊浦4837番地2

1967年（社会福祉法人滋賀県社会福祉事業団として）

社会福祉法人 グロー

（HPより抜粋、参照）
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２.３.２. 詳細②：ボーダレス・アートミュージアムNO-MA

目 的

活動内容

対 象 関係者

場所、設備

広報

成果・実績 特徴

資金繰り

・滋賀県近江八幡市の歴史ある昭和初期の町屋を和室や蔵などを活
かして改築し、障害のある人たちを中心としたアール・ブリュット作品
を紹介すると同時に一般アーティストの作品も並列に展示。障害者
と健常者をはじめ、様々なボーダー（境界）を超えていくという実践
を試みている。年に数回の企画展を実施。

・ミュージアムグッズや関連書籍の販売。
・日本のアール・ブリュット作品を海外の展示会に出展するという海外

との連携プロジェクトの推進。
・日本国内及びアジア地域でのアール・ブリュット作品調査の実施。
・県内小学校等での出張授業の実施

・平成16年の開館当時から国内やアジア地域において
障害者の作品を調査し、データを蓄積している。
展覧会の開催を通して広く社会に発信する機会につ
なげたり、調査を通じて出会った関係者同士のネット
ワークの構築を推進。

・HPの言語が4か国語対応（日、英、中、韓）
・地元の観光物産協会と連携し、観光パスポートの掲載

館となっている。
・県が障害者の地域移行促進の観点から、芸術活動支

援に対し予算を確保し、グローに補助している。
・運営する社会福祉法人グローが平成26年から障害者

の芸術活動支援モデル事業（厚生労働省補助事業）
の連携事務局を担っている。

・2006年から、アール・ブリュット・コレクショ
ン（スイス・ローザンヌ市）との連携プロジェ
クトに取り組み、2008年にはコラボレーショ
ン展「JAPON」展を開催。日本国内でも東
京、北海道、滋賀を巡回する「アール・ブ
リュット/交差する魂」展を開催し、世界に
向けて日本のアール・ブリュット作品を紹
介。その後も日本の作家63人、約800点の
出展作品による「アール・ブリュット・ジャポ
ネ」展がパリの美術館主催で開催され、12
万人という観覧者数を記録。
2012年のオランダでの同展示会にも特別
協力。

・年間約１万人がNO-MAを訪れる。

・2013年から実施している「アールブリュッ
ト・アート日本」ではNO-MAと近郊6か所
で作品を展示するうえで、作品の案内な
どに地域の方々がボランティアとして参
加。引きこもりの状態にあった人やお年寄
りなどが社会とつながる場にもなってい
る。

障害の有無を超えて人が持つ「人間が表現することの普遍的な力」を
感じてもらう場づくり。

＜作家＞
・全国の障害者
・一般のアーティスト

＜鑑賞者＞
・国内外の一般客、団体
・社会福祉関係者
・美術や医療の関係者

＜運営＞
・グロー文化芸術推進課
・グロー法人本部企画事業部

＜サポーター＞
・地域のボランティア

（展覧会の受付や案内役として
約90名が登録）

・展覧会等でチラシ等の配布
・NO-MAのHP等から情報発信

近江八幡市の重要伝統的建造物群保存地区にある昭和初期の町屋を
改装したミュージアム。
・１F：グッズコーナー、展示場（離れの蔵も展示場として利用）
・２F:展示場

課題や今後の展望

【課題】
・行政からの支援が、単年度補助事業であるため複数

年を見越した事業展開が描きにくい。

【展望】
・2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて国内外

の関係機関とのネットワークを構築し、障害者の芸術
活動のさらなる推進を図る。
-2017年にフランスナント市の文化施設で開催される

国際文化交流事業の実施
-2018年に日本とスウェーデン国交150年を記念した

アール・ブリュット展の開催・国および県の補助金、民間の助成金
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２.３.３. 詳細③：たんぽぽの家

団体名

設立

所在地

理念

活動内容

みんなが同じ生を受け、みんなに違う生き方がある。
障害のある人たちの生きる場づくりから、個を支えあう新しいコミュニティづくりへ。
たんぽぽの家は、自分らしく生きたいという個人の願いを‘共感’という方法でとらえるところか
ら生まれきた市民活動です。
「やさしさ」を活動の基調とし、たくさんの試行錯誤と多くの人たちのつながりを通して、文化と

夢のある社会づくりに取り組んでいます。

【一般財団法人たんぽぽの家】
[アート]と[ケア]の視点から、多彩なアートプロジェクトを実施。ソーシャル・インクルージョンを
テーマにアートの社会的意義や市民文化について問いかける活動や、国内外の団体とネット
ワーク型の文化運動「エイブル・アート・ムーブメント」を展開。

【社会福祉法人わたぼうしの会】
障害のある人、子どもや高齢の人などが安心して地域のなかで生きていくことを支えるために
[アート・ケア・ライフ]という視点を柱にした社会福祉サービスを実施。日中活動・就労支援と、
相談支援・生活支援、福祉ホーム、配食サービスなどを運営。

【奈良たんぽぽの会】
たんぽぽの家の運動を支えるボランティア団体として、チャリティバザーやコンサートなどを運営。

【Good Job!プロジェクト】
・障害のある人の表現を生かした魅力的なプロダクトや、伝統産業・地場産業と福祉施設の協働

によるプロジェクトなどを紹介するGood Job!プロジェクトを展開。全国で新たな出会いと仕事が
生まれる場づくりを目指し、これまで2012年から3年度にわたり開催。2014年度は北海道・東京・
愛知・福岡・兵庫で16,000人の来場。
Good Job! から生まれた商品をブランディングし、オンラインショップでも提供することで、展示イ
ベントと販売の有機的な連携を図っている。

・2015年度のGood Job!プロジェクトでは、既存の労働観にとらわれないユニークな発想で、障害
のある人の可能性を生かした新しいしごと、アートやデザインの力を生かした創造的なしごと、
先駆的・革新的・実験的な取り組みなどを募集するGood Job! Awardを実施。
障害のある人の仕事や生活の現場から“新たなしごと・はたらき方”のヒントになる試みを国内外
から募り、広くシェアすることを図る。

奈良県奈良市六条西 3-25-4

1973年（奈良たんぽぽの会）
1976年（財団法人たんぽぽの家
1987年（社会福祉法人わたぼうしの会）

たんぽぽの家
（社会福祉法人 わたぼうしの会／一般財団法人 たんぽぽの家
／奈良たんぽぽの会）

（HPより抜粋、参照）
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目 的

活動内容

対 象 関係者

場所、設備

広報

成果・実績 特徴

資金繰り

・カンパニーアーティスト（障害のある登録作家）の作品公開、および著作
物使用の窓口
‐登録作品は全てウェブサイトで公開し、使用の相談に対応

（登録作品総数9,051点）
‐アーティスト個人と契約をかわし、著作権を管理

・各種のプロモーション活動を行う
‐イラストレーションのオーダー制作。
‐アーティストの作品を用いた商品化、ノベルティグッズの製作
‐広告や商品へのデザイン利用の相談対応、商業スペース等でのイベント実施

・障害のある作家たちのマネジメント
‐障害のあるアーティストの公募と選考を実施
‐使用実績に応じて、アーティストへ著作権使用料の支払い

・講演活動、研究会・フォーラムの開催
‐カンパニーアーティスト、事務局スタッフ、またはデザイナーや使用者（企業）

などが登壇するプログラムを企画・運営

・カンパニーアーティストの作品（絵画・イラスト・書など）
利用に関する明確な規定を設け、利用別に応じた料
金の目安を開示することで、事業としてのサステナビリ
ティを図っている。

活動実績は以下の通り（2000年度）。

・使用実績 (157件)
‐印刷物 (97件)
‐ノベルティグッズ (8件)
‐パッケージ (27件)
‐アパレル (15件)
‐その他 (5件)
‐ステーショナリー (2件)
‐キャラクター・マーク (2件)

・プロモーション (11件) 
‐出展 (7件)
‐オリジナルイベント (4件)

・報道実績 (60件)
‐新聞 (31件)
‐雑誌 (8件)
‐テレビ (12件)
‐その他 (9件)

障害のある人のあたらしい仕事として、アートをデザインとして使える
仕組みを運営する中間支援組織。企業やデザイナーとのコラボレー
ションによって生まれた製品によって、だれもが生活のなかでアートに
アクセスできるような状況をつくることをめざしている。

＜作家＞
・全国の障害者アーティスト
（2015年10月現在、94人が登録）
＜購入者＞
・一般の個人
・企業、法人

＜運営＞
・一般財団法人たんぽぽの家を本部とし

て、NPO法人エイブル・アート・ジャパン
（東京）と、NPO法人まる（福岡）の三者
が連携し共同で運営

・エイブルアート・カンパニー及び各事務
局のHPから情報発信

・イベントや作品展に出展
・パブリシティによるメディア露出

・主にWebサイトを通じた作品の販売。
・事務局は「一般財団法人たんぽぽの家」、「NPO法人エイブル・アート・

ジャパン」、「NPO法人まる」の3か所

・アーティストの作品を用いた商品化、
ノベルティグッズの製作

・エイブルアート・カンパニーのオリジナル
商品の販売 など

２.３.３. 詳細③：たんぽぽの家（エイブルアート・カンパニー）

（以上は全てHPより抜粋、参照）
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３．音楽
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３.１. 概要

障害者による音楽活動は演奏や鑑賞で大きく分類できるが、音楽を通じた交流の場はいくつかのタイプ
に分けることができる。

例えば、行政機関が行うバリアフリーイベントなどは各地域や市町村ごとに年1回～3回程度行われるこ
とが多く、地域の障害者のコミュニケーションの場としても有効な交流会と言える。

また、民間や大学、NPOが手掛ける音楽交流フェスティバルなどは、基本的に年に1回開かれる大きな
大会となるため、励みとなる演奏会とも言える。

日常的な活動では各地域ごとにある交流プラザでの活動が挙げられる。交流プラザは地域のコミュニ
ティとして存在しているため、所属することで社会とつながる安心感や友達ができるという充実感、安らぎ
を得ることができる。その上、皆と一緒に練習を行い定期的に演奏会を行うこともできるため、充実感を得
たりスキル向上ができる場と言える。

さらには、養護施設などに通う障害者による音楽活動もある。プロの演奏家が出向いたり、教員が教えた
りしながら、音楽療法も兼ねたプログラムを実施しているところも多々ある。

今回の調査では、障害者による参加型の活動に主眼を置くこととした（鑑賞や福祉目的の活動は多々
見られるが対象外とした）。また個人でプロとして活動している演奏家は対象外とした。

調査結果からは、美術やパフォーミングアーツと比較して、音楽の特性上、視覚障害者による活動の割
合が高い傾向にあることがわかった。

またもう一つの特徴は、企業がCSR活動の一環として支援しているケースが多く見受けられることであ
る。障害者に音楽鑑賞の機会を提供するタイプや、音響事業を推進する企業による聴覚補助機器などを
用いた鑑賞会の実施などがある。企業によっては鑑賞会に来場する障害者のサポートを通じて社員教育
を図るところもあった。
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３.２. 活動一覧（1/3）

【注】※1記載順は開催地を基準とした（全国→複数→都道府県）

※2「イベント」は一時的な取組み、「活動」は定常的な取組み

※3「○」は対象障害が不特定
※4「鑑賞型」は受動的な関与、「参加型」は能動的な関与

※5詳細リサーチの項目に準じた特徴を明記

（以降のページも同様）

No
※1

類型
※2

名称

主な対象障害※3 主な対象者 活動形態※4

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴※5
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

1 ｲﾍﾞﾝﾄ 身体で聴こう音楽会 ● ● ●

聴覚に障害をもつ人の「音楽体験の場」として“体感音響システム”を使ったコンサー
トや手話コンサートを実施。
当音楽会の運営（機材の搬入搬出やセッティング、オペレーション、受付、進行など）
は、すべて社員のボランティアによって行なわれている。

パイオニア株式
会社

全国の様々なコン
サートホール

定期
（年に6回ほど）

1992年

＜成果・実績＞
・2011年に第3回「Make a CHANGE Day」※において、特別賞「Make a CHANGE Day実
行委員長賞」を受賞。（※1年に1日、全国各地で一斉にボランティアや市民活動を行う
日のこと。趣旨は、これまでボランティアや市民活動に参加したことがない人が、この日
をきっかけに初めて活動に参加したり、すでに活動をしている場合は、新たな仲間とと
もに活動する、規模を大きくするなど、より発展的な活動をする日にしてもらうことを目
的とする）
・「メセナアワード2007」において、メセナ大賞部門体感音響賞を受賞。継続的な活動が、
(1)自社のノウハウを活かした社会貢献であり独自性がある、(2)多くの社員ボランティア
が参加している、(3)国内、海外も含め徐々に活動が広がっている、との理由

2 活動 トヨタコミュニティコンサート ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

"音楽を通じて地域文化の振興に貢献すること"を目的に、1981年より（公社）日本ア
マチュアオーケストラ連盟と連携し、日本各地で活動しているアマチュアオーケストラ
の公演を、トヨタと全国のトヨタ販売会社グループで支援するクラシックコンサート。
コンサートには3つのタイプがあり、障害者も対象としているのは以下の２つ。
■移動・訪問コンサート：生の演奏を聴く機会が少ない地域に出向き、特別支援学
校・病院・福祉施設などで演奏。
■招待コンサート：青少年や高齢者・身体に障害のある方などをご招待。

トヨタ自動車株
式会社

2015年度は25都道府
県

常時
（2015年度は45公
演）

1981年
＜目的＞
企業のCSR活動の一環として、地域密着型の社会貢献を目的とする。

3 活動 ミュージック・シェアリング ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・音楽大学の学生や卒業生から成る“楽器指導・演奏ボランティア”を関東地区3つの
特別支援学校に派遣し、担当教諭と一緒に生徒たちへ楽器の演奏指導、モデル演
奏を実施。現在指導している楽器は、ヴァイオリン、フルート、クラリネット、トランペッ
ト、サクソフォーン、打楽器で、生徒が使用する楽器のいくつかはミュージック・シェア
リングから各校に貸与している。
・定期的に毎週の授業もしくは課外活動に楽器指導・演奏ボランティアを派遣し、楽
器指導や演奏を行う。継続的な指導を通じて、生徒達の興味を深め、新たな自己表
現・自己実現につなげたり、同時にボランティアの若い演奏家たちの社会貢献活動
に対する理解や意欲を高めることも目指している。

NPOミュージッ
ク・シェアリング

・神奈川県立麻生養
護学校
・筑波大学附属桐が
丘特別支援学校
・横浜国立大学教育
人間科学部附属特別
支援学校

常時 2006年
＜関係者＞
世界的バイオリニスト五嶋みどり氏が理事長を務め、昭和音楽大学、くらしき作陽大学
のヴァイオリン、フルート専攻の学生が、ボランティアとして参加。

4 ｲﾍﾞﾝﾄ みみともコンサート ● ● ●

・子供から大人まで、難聴者と健聴者が共に最上の音楽を楽しんでいただく一般公
募を中心とする全席無料招待制のコンサート。演奏者には、ウィーン・フィルハーモ
ニー管弦楽団で活躍するチェリスト、ラファエル・フリーダー率いる「ウィーン三重奏
団」を迎える。
・難聴者に対する情報保障として、磁気を通して補聴器に音を届け、雑音の少ないク
リアな音声を聴くことができる「磁気ループシステム(テレコイル)」、及び話し手の内容
を要約して字幕で伝える「要約筆記」を導入し、難聴者への配慮にも取り組む。
・洗足学園音楽大学附属音楽感受研究所研究長の松本祐二氏に監修を依頼し、同
研究所が提唱する「聴覚のバリアフリー」の考え方に基づき、難聴者にとって聴きや
すく楽しめるような曲目の種類や構成等においてもアドバイスを得る。

オーティコン株
式会社
（協力： 特定非
営利活動法人フ
レンドシップ・コ
ンサート）

・東京 王子ホール
・大阪 ムラマツリサ
イタルホール新大阪

東京公演：2015年
11月20日
大阪公演：2015年
11月25日

2014年

＜目的＞
補聴器メーカーである当社のCSR 活動の一環として開催するイベント。
子どもから大人まで、そして難聴者と健聴者が共に、最上の音楽を楽しむ場を提供す
ることを目的としている。補聴器装用者でも気兼ねなくクラシックコンサートで最上の音
楽を楽しみ、クラシック音楽ファンや健聴者に対しては、聞こえや難聴に関する理解を
促進する啓発活動も行っていく。

5 ｲﾍﾞﾝﾄ 第15回とっておきの音楽祭 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・障害のある人もない人も一緒に音楽を楽しみ、音楽のチカラで、「心のバリアフ
リー」を目指す音楽祭。第 1回開催から、皆様の演奏・歌声・ダンスなど様々な「チカ
ラ」を表現できるステージを提供し続けてきた。震災後の開催では、被災地東北から
その「チカラ」を発信できる場として広く認知され、宮城県内はもとより東北そして全国
にも、存在感と情報発信力を増している。
・毎年、県内外から数多くの団体・バンドが出演し、障害のある人もない人も参加し、
心のバリアフリーを目指す屋外の音楽祭としては、日本最大規模。
・2001年に仙台で始まったこの音楽祭は、県内では東松島市、栗原市、東北では秋
田市、山形市、福島市、南相馬市、本宮市、会津若松市、盛岡市、九州では熊本市、
人吉市、鹿児島市、鹿屋市でも開催され、2014年には大阪府枚方市、2015年には兵
庫県篠山市と、全国にも広がっている。

とっておきの音
楽祭実行委員
会ＳＥＮＤＡＩ

宮城県仙台市
市民活動サポートセ
ンター

2015年6月7日
（年に1回）

2001年

＜資金繰り＞
開催日前の4月21日から6月1日までの期間、クラウドファンディンサイト「 Makuake（マク
アケ）」にて支援を呼びかけ44名から寄付を募った。と同時にこの音楽祭にかける思い
を全国へ発信し、一緒に音楽祭を創りあげていく新たな仲間を全国から募ることができ
た。
＜成果・実績＞
2014年度の実績
・参加バンド数：324
・演奏者数：約2700人
・延べ観客数：約25万人

6 ｲﾍﾞﾝﾄ ヘレン・ケラー記念音楽コンクール ● ● ●

盲学校音楽教育の実態を知ってもらい音楽家を志す盲学生の登竜門にするのを目
的として始まった。
■実施概要
・器楽部門７部と声楽部門３部
・各部門で１位～３位を表彰
・最も感銘を与えた演奏にヘレン・ケラー賞を表彰
■出場者：49名（全国の小学生から高校生まで）※2014年度

東京ヘレン・ケ
ラー協会

東京都文京区
トッパンホール

11月
（年に1回）

1949年
＜成果・実績＞
ピアノの辻井伸行氏、バイオリンの和波孝禧氏、チェンバロ等の武久源造氏など国際
的に活躍する音楽家を輩出。

7 ｲﾍﾞﾝﾄ ゴールドコンサート ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

毎年、約100組の応募の中から審査を通過した、約10組の障害をもつミュージシャン
が、その年のグランプリをかけて競う音楽コンテスト。
車いす席、点字プログラム、手話通訳、パソコン文字通訳、など、障害をもつお客様
にも楽しんでいただくための様々な工夫が凝らされている。
また国際交流も盛んで、約10年に渡り韓国からミュージシャンが出場していて、本年
2015年は日韓国交正常化50周年記念事業にも認定されている。

NPO法人日本
バリアフリー協
会

東京都千代田
東京国際フォーラム

2015年10月12日
（年に1回）

2003年
＜関係者＞
観客10,000人規模。
コンサートに関わるボランティアは毎回約200人にのぼる。
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３.２. 活動一覧（2/3）

No 類型 名称
主な対象障害 主な対象者 活動形態

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

8 活動 新星'７８ ● ● ●

・純粋な演奏会形式のコンサートの他に、首都圏の一般小・中学校の音楽鑑賞教室
を通しての児童生徒への情操教育、1978年から都内の教会で毎年２回開催して来た
「チャペル・リサイタル」の企画・協力を通して、音楽家を目指す盲学生たちの啓発、
全国的な各種イベント（官公庁や施設、企業等の催し物）への参加における社会福
祉意識と地域の音楽文化への寄与、そして、ハワイやフィリピンへの海外ツアー、ベ
ルギー、フランス、オーストラリア各大使館での「ベネフィット・リサイタル」を通しての
国際親善と友好等。
・1981年から10年間の「国際障害者年」期間を通して､全国18都道府県で開催された
シリーズ"われら人間コンサート"への出演。

新星'７８
主に東京の公民館
ホールや協会、小学
校

常時 1978年

＜プログラム（活動内容）＞
障害をもった演奏家が障害者への啓発を行ったり、一般小・中学校の音楽鑑賞教室を
通しての児童生徒への情操教育を実施。芸術の世界に身体障害の有無はないことを
実践。
＜成果・実績＞
1979年から32年間、30回開催された「小学生に贈るコンサートの集い」～「こどもたちに
おくるふれあいコンサート」（上福岡ライオンズクラブ主催）や、1990年から94年、28回に
渡り開催した「ライフプラザ・コンサート」（安田海上火災保険主催）、1991年から現在ま
で続けている百回を越える「新星'78 定期演奏会」（自主企画）、1998年から現在まで続
けられているシリーズ「君にとどけたい愛のコンサート」（トウキョウ音楽企画主催）への
出演。

9 活動 Break Rocks ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
障害を持った主宰者が開催する音楽サークル。様々な障害を持った仲間同士で、音
楽的な交流をしながら普段では知り合えない人々と一緒に音楽や人生相談をするこ
とが出来る場でもある。初心者も気軽に参加できる。

Break Rocks 
東京都
サウンドスタジオノア
など

月に1回程度 -

＜広報＞
障害者の方が音楽を通じてハンディキャップを乗り越えるきっかけづくりや仲間同士で
音楽で今までとは違う喜びや新発見が見出せることをWebサイトにて丁寧に解説。楽器
別の演奏ポイントや障害による演奏の制約など障害者視点で情報を発信している。

10 ｲﾍﾞﾝﾄ
第３１回障害者のためのふれあいコ
ンサート

○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・障害のある人々や家族が、オーケストラ等の芸術に親しむとともに、障害のない人
ともふれあいながら、文化活動への積極的な参加を促進することを目的として毎年
開催。
・第1部で「伊達佑介ピアノトリオ」が、みんなで楽しめるジャズの演奏を披露。第2部
では、東京都交響楽団が「オーケストラで巡る情景散歩」と題し、クラシックの名曲を
披露。
・当日は、約1,500人が来場し、アンコールでは、東京都交響楽団の伴奏で合唱する
など、出演者と会場が一体となって、演奏を楽しむ。

公益財団法人
日本チャリティ
協会

東京都新宿区
新宿文化センター 大
ホール

2015年3月1日
（年に1回）

1984年頃
＜成果・実績＞
長年にわたり毎回多数の来場者数をほこる都内の代表的な障害者向けコンサート

11 ｲﾍﾞﾝﾄ
藝大アーツ・スペシャル２０１５
～障がいとアーツ～

○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・障害を持つ方々と分け隔てなく美術や音楽を楽しめる空間を提供し、現代社会に適
合した芸術の可能性を探求している。5回目となる今回（2015年）はカンボジアを代表
する視覚障害の音楽家を招き、また世界的ヴァイオリニスト和波孝禧のもと視覚障害
の演奏家と東京藝術大学学生による室内合奏団を結成。同時に特別支援学校と共
同制作を行った成果を奏楽堂の舞台で発表し、コンサート、シンポジウム、ワーク
ショップのほか、藝大に新設されたArts & Science LAB.において展覧会も開催する。
・メイン・コンサートでは、映像と音楽のコラボレーションのほか、障害者にオーケスト
ラの中に座っていただき、「共に生きる」力を体感する。

東京藝術大学
東京都台東区
東京藝術大学奏楽堂

2015年12月5,6日
（年に1回）

2011年

＜成果・実績＞
２日間にわたるイベントで、延べ1000名程が来場（2015年度）。
＜プログラム（活動内容）＞
美術、音楽、パフォーミングアーツなど障害者アーツを総合的に扱う。
＜サポーター＞
協賛14社、協力10団体、後援8団体など多岐にわたる企業や団体からの支援を受けて
いる。

12 活動 座・スーパーマーケット ● ● ●

・音楽や朗読や地域のネットワークづくりを目的に活動し、障害者によるサロンコン
サートも随時実施している。
・代表が中途視覚障害者のため、視覚障害者も健常者も同じように楽しめる企画を
展開している。地域のネットワーク作りとバリアフリーな文化活動を行い、地域のボラ
ンティアグループと連携し、障害者も健常者も一緒に楽しめるバリアフリーな文化活
動（音楽会・バリアフリー上映会など）を企画・実行。
・てくてくラジオ（微弱電波音声案内システム）普及活動に努めるなど、視覚障害者に
便利なグッズの紹介・普及活動を行ない、健常者と障害者の格差是正に努めている。

座・スーパー
マーケット

東京都葛飾区
かめありホールほか

常時 2000年

＜成果・実績＞
活動は新聞各社やテレビ・ラジオに取り上げられて大きな反響を呼んでいる。主な活動
は2006年 ３月 映画「こんばんは」字幕付きバリアフリー上映会（かめありリリオホール）
以後、全国各地での字幕付き副音声バリアフリー上映会普及活動を行っている。2007
年てくてくラジオ（微弱電波音声案内システム）柴又帝釈天商店街への設置。以後、言
葉で町を見せる活動を行っている。2007年、2008年8月、2009年12月、2010年3月、亀
有リリオホールにてバリアフリーワンコインコンサート。また、2009年よりアジアの視覚
障害者留学生に日本文化を学んでもらおうと、着物体験会を自宅サロンにて行うなど、
活動の幅も広がりつつある。

13 ｲﾍﾞﾝﾄ GCグランドフェスティバル ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・ロック、ポップスを中心とした著名アーティストが出演する音楽イベント。日本初の障
害者が主催するエンターテインメント事業で、障害の有無に関わらず、誰もが能力や
個性を発揮できるノーマライゼーション社会の実現を目標に掲げている。
・同イベントのモデルは、デンマークで開催されている野外音楽祭「グリーンコンサー
ト」。複数の著名なアーティストがデンマーク国内約8カ所をツアーでまわる音楽フェス
ティバルで、障害者団体「デンマーク筋ジストロフィー協会」が主催している。
■開催概要
・出演アーティスト：クレイジーケンバンド/島袋寛子/二人目のジャイナ/MORISHIN
・料金:：座席指定6,000円 / スタンディング5,000円

GCグランドフェ
スティバル実行
委員会、NPO法
人日本バリアフ
リー協会

東京都江東区
豊洲PIT

2015年4月17日
（2015年は第2回
目）

2013年

＜広報＞
クレイジーケンバンドなどのロック、ポップスを中心とした著名アーティストが出演するこ
とで広く社会に発信している。
2015年度の当日観客動員数は1,207名。協賛・後援・協力の法人多数。
＜関係者＞
応援サポーターとして法人・個人からの協賛を募っている。権利としてはロゴマークの
使用、HPやチラシでの掲載、バックステージ見学など。
「障がい者が、支援やサービスを受ける側ではなく、サービスを提供する側になる。継
続的な事業を生みだすことで、就労を増やす活動にご賛同いただける法人・団体・個人
様を募集しております。ぜひ、日本初のこの画期的なプロジェクトを世の中に広めてくだ
さい。」（HPの協賛募集ページから抜粋）

14 ｲﾍﾞﾝﾄ 国際障害者ピアノフェスティバル ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

身体に障害のあるピアニストが、課題曲によるピアノコンクールを行うAコースと、各
自の得意な自由曲を演奏し、来場者とともにピアノを楽しむBコースの、二つのコース
が実施。 いずれのコースも、国際的な応募者のバランスと許容時間の範囲を基に実
行委員会で推薦したものが、2015年7月22日の「アジア・汎太平洋国際障害者ピアノ
フェスティバル in 東京(前ピアノパラリンピック) 」に集い、ピアノ演奏を披露。

NPO法人CIPFD
（国際障害者ピ
アノフェスティバ
ル委員会）

東京都台東区
東京文化会館

2015年7月22日
（年に1回）

2005年

＜目的＞
「障害があってもピアノは弾ける！」を合言葉に、次の目的をもって活動している。
1. ピアノを学ぼうとする障害者に音楽指導を行う者が集い、その教授法の 研究・開発
を行う
2. 会員の相互啓発を通して、音楽家、指導者としての資質向上を図る
3. さらに、総合的な教育に役立て、音楽文化の発展、人類の幸福のために寄与するこ
とを目的とする
＜資金繰り＞
200名ほどの年会費（3000円）と寄付金で運営している。

15 ｲﾍﾞﾝﾄ
コバケンとその仲間たちオーケスト
ラ

● ● ●

プロ・アマ・年齢を問わず、活動趣旨に賛同する不特定多数の演奏家達とそれを支え
るスタッフから構成され、知的発達障害のある方々を招いて生の演奏を聴いていた
だくためにボランティアコンサートを行ってきた。2010年より当活動に賛同する障害の
ある演奏家もオーケストラに参加。

コバケンとその
仲間たちオーケ
ストラ

東京港区
サントリーホール

不定期

2010年（障
害者が演奏
家として参
加し始めた
年）

＜広報＞
著名指揮者である小林研一郎氏の地名度でコンサートの認知を高めている。
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３.２. 活動一覧（3/3）

No 類型 名称
主な対象障害 主な対象者 活動形態

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

16 ｲﾍﾞﾝﾄ
競い合い、助け合う コンサート
2014

● ● ●

2004年度、『視覚障害音楽家（演奏・教授）リスト――羽ばたけ視覚障害音楽家た
ち』（改訂版）を点字と墨字で作成し、全国の関係者に配布。以後３年間は年３回、う
ち１回は東京、２回は地方の政令指定都市で、計７都市９会場でコンサートを開催。
地元の関係団体や施設関係者からの支援により、出演者として地域の若い音楽家
にスポットを当てることができ、2007年度からは年１回、東京での開催を続けている。
■出演者
木村 りさ（ピアノ）、木村 りえ（ピアノ）、川端 みき（ソプラノ）、踊 正太郎（津軽三
味線）、コール・トゥインクルスター（女声コーラス）、三好 明子（ピアノ）

主催：社会福祉
法人視覚障害
者支援総合セン
ター
助成：公益財団
法人ＪＫＡ

東京都杉並区
西荻地域区民セン
ター・勤労福祉会館
ホール

2014年10月25日2003年

＜目的（背景）＞
1987年創設以来、ほぼ毎年、視覚障害音楽家のコンサートを開催。1996年、社会福
祉・医療事業団（現・独立行政法人福祉医療機構）の助成を受け、全国初の『視覚障
害音楽家リスト』を作成すると共に、２年にわたって「夢に向かってパートI―視覚障害
音楽家によるコンサートと交流会―」（個人）とその「パートII」（グループ）を実施。その
成果と評価が高かったことで、2003年に公益財団法人ＪＫＡの本事業の助成を申請し
承認を得る。
＜資金繰り＞
公益財団法人J K A競輪補助事業「平成26年度障害を持つ人が幸せに暮らせる社会
を作る活動補助事業」からの拠出金で運営。
また当日のチケット代からの収入も充当（一般3000円、学生2000円、ペア3500円）。

17 活動 横浜ラポール ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・障害者がスポーツ・レクリエーション、文化活動を通じて健康づくりや社会参加の促
進を図る障害者スポーツ・文化センター。芸術祭、展覧会、音楽教室などの実施を
通して障害のある人の文化活動を支援し、活動の振興を図っている。
・創作工房では、個人や小グループで陶芸・手芸・絵画など、 「創作活動」の楽しさを
体験できる。
・障害のある人々に少しでも気軽にクラッシックに触れてもらうために、東欧の著名
な演奏家を招いて「国際親善交流特別演奏会」を実施している（障害のある方およ
びその介助者150名を無料招待）。

社会福祉法人
横浜市リハビリ
テーション事業
団

神奈川県横浜市
横浜ラポール

常時 2006年

＜関係者＞
・芸術文化都市として、自治体が積極的に予算を割き、障害者への芸術文化振興を
図っている。
・地域のライオンズクラブによる寄席や、地域のボランティアによるコンサートも実施。

18 活動 サルサガムテープ ● ● ●

自閉症やダウン症などの知的障害者をメンバーに含むロックバンドによる活動。
■生活介護 「Jump」
音楽やアートなどを中心にした活動から、オリジナルなパフォーマンスに発展させて
いくことを支援。さまざまな場所でライブやリズムワークショップを開催。
■放課後等デイサービス 「スローバラード」
手作り楽器などをつかってみんなで歌に合わせて演奏して遊ぶ。

NPO法人ハイテ
ンション

神奈川県厚木市 常時 1995年

＜目的＞
知的障害者をメンバーに含むロックバンドグループがその活動をきっかけに福祉サー
ビス事業を行い、障害者はもとより、社会参加に課題がある人や広く一般の人達が、
芸術表現活動により、地域の中で豊かな暮らしを営むことを支援していく。

19 活動
洗足学園音楽大学附属音楽感受研
究所

● ● ●

・「人工内耳を装用した人が音楽を楽しむ為には『何を』『どのように』すればいいの
か」を研究。2001年の創設以来、人工内耳と音楽をテーマとした数少ない研究所とし
て常に先端的な取り組みを進めてきた。
・人工内耳を装用した子供や成人から年配まで幅広く楽しんでもらえるような音楽を
作曲・編曲し大学でコンサートを開いたり、また年に数回、全国各地での出張演奏会
を企画するなど色々な活動をしている。

洗足学園音楽
大学附属音楽
感受研究所

神奈川県川崎市 常時 2001年
＜目的＞
聴覚障害のある人が音楽を楽しめるような先端技術の研究

20 活動 楽団「ケ・セラ」 ● ● ●

・主に知的障害を持っている人が音楽を通して社会的に自立することができるように
様々な形態で支援。
・現在18歳以上のメンバー9名が所属し年間40回を超える演奏依頼を受け公民館を
始め、小中学校や福祉施設、社会福祉大会、企業など様々な場所で演奏している。
・他に余暇活動として、障害の有無に関係なく音楽を楽しんでいる「ケ・セラⅡ」や、
音楽講師の派遣、音楽教室、千夜物語（地元の音楽家のコンサート）なども行い音
楽に親しむ仲間を増やしている。

NPO法人 ケ・セ
ラ

長野県松本市
常時
（年に40公演）

2003年

＜資金繰り＞
会員の方を随時募集。会員には会報を届けたり、年度末に行う「ケ・セラ感謝祭」に招
待し、普段のコンサートとは違う楽しみ方を提供。有料コンサートの会員割引がある。
＊個人年会費（賛助会員）2000円
＊団体・企業年会費5000円

21 ｲﾍﾞﾝﾄ 第14回糸賀一雄記念賞音楽祭 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
県内7ヶ所で年間を通じて実施されている「うた」、「打楽器演奏」、「ダンス・身体表
現」の表現活動ワークショップに参加している障害のある人やその支援者等、総勢
200人余りが一同に会する音楽祭。

社会福祉法人
グロー

滋賀県栗東市
栗東芸術文化会館き
らら大ホール

2015年11月1日
（年に1回）

2002年

＜目的＞
障害者の基本的人権の尊重を基本に、生涯を通じて障害者福祉の向上に取り組まれ
た、故糸賀一雄氏の心を受け継ぎ、障害者やその家族が安心して生活することができ
る社会の実現に寄与することを目的として、障害者福祉の分野で顕著な活動をされて
いる個人および団体に対して授与される「糸賀一雄記念賞」。その受賞者を県民でお
祝いすることを目的に、糸賀氏の理念に共感する福祉、芸術文化の関係者が分野を
超えて集結し、2002年に本音楽祭が始まった。

22 ｲﾍﾞﾝﾄ
こうべ障害者音楽フェア2015ジョイ
フルコンサート

○ ○ ○ ○ ○ ● ●

日頃から音楽活動をしている障害のある人々の発表の場として、また障害のある人
やその家族が本格的なホールで音楽を楽しむ場として、2006年から開催。2015年は
障害のある音楽家3組とゲストとしてハーモニカ奏者の南里沙氏が出演。
■出演者
・高杢雅樹（ピアノ）

聴覚と知的障害がある。東北各地での震災復興支援コンサートや兵庫県内でのイ
ベントなど全国各地で音楽活動を行っている。
・松尾春奈（ソプラノ）

左半身まひ等の後遺症が残る。大阪音楽大学音楽学部声楽学科を卒業。現在は、
阪神間のホテル、レストラン、福祉施設等を中心に演奏活動を行っている。
・清水紘子（ピアノ）

うまれつき弱視だったが7歳で右眼、17歳で左眼を網膜剥離で失明。1993年全日
本盲学生音楽コンクールピアノ部門1位。2000年大阪音楽大学ピアノ専攻卒業。

こうべ障害者音
楽フェア実行委
員会

兵庫県神戸市
神戸新聞松方ホール

2015年12月23日
（年に1回）

2006年

＜関係者＞
神戸市の教育委員会や社会福祉協議会、障害者関連団体のほか神戸新聞、NHK等
のメディアなど多岐にわたる機関が主催・後援に名をつられ、企業連携による協賛も
得ている。

23 活動 音遊びの会 ● ● ●

神戸大学で音楽を研究する大学院生が中心となって立ち上げた。メンバーは知的障
害がある人とその保護者、即興演奏を得意とする音楽家、そして音楽療法家たち。
共に即興演奏を行うことにより新しい音楽表現を生み出すことを目的に、定期的に
神戸大学でワークショップを行い、これまで北海道、水戸、東京、山口、イギリスなど
遠征公演も多数。

音遊びの会
兵庫県神戸市
神戸大学

常時
（月に2回）

2005年

＜関係者＞
著名ギタリスト大友良英氏が結成直後から支援し、2013年の海外遠征にて、ロンドン
ではイギリスを代表する即興音楽の専門のライブハウスで公演、耳の肥えたロンドン
の人々から熱狂的な拍手を受ける。

24 活動 旭川荘ミュージックアカデミー ● ● ● ●

肢体不自由児施設・旭川療育園と知的障害児施設・旭川学園（ともに同市祇園地
先）の中学、高等部の生徒を中心とするミニオーケストラ。「音楽を通じて自己表現を
目指そう」と、同荘と交流のあるＮＰＯ法人「ミュージック・シェアリング」の提案を受け
発足。

社会福祉法人
旭川荘

岡山県岡山市
旭川荘

常時 2008年
＜関係者＞
同市内の企業の支援で楽器を購入し、同大音楽学部の学生が指導。

25 ｲﾍﾞﾝﾄ アジアシンフォニー「KIRAKU」 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
全てが自作曲の和太鼓演奏のコンサート。また演奏する太鼓のみならず、大半の楽
器が自身の手創り。他にも、多方御面から太鼓製作の発注を受けるようにもなった。

社会福祉法人
「ゼノ」少年牧場

広島県福山市
「ゼノ」やまびこ学園

常時
1986年
（2010年休
止）

＜成果・実績＞
小学校や中学校の依頼を受け、年に10回以上教育関係のコンサートを行うとともに、
幼稚園・老人施設など多数の、慰問公演「励ましコンサート」を行っていた。
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３.３.１. 詳細①：ゴールドコンサート/GCグランドフェスティバル

団体名

設立

所在地

理念

活動内容

特定非営利活動法人 日本バリアフリー協会

2008年

東京都千代田区平河町1-7-16 ビュロー平河町801号室

障がいは大きなニーズを生み、社会を発展させる。
この考えを、我々障がい者自身が事業を立ち上げ、実践する。
「わかりやすく楽しい事業」に、
様々な分野からたくさんの人々に参加してもらう。
闘うことはせず、実力を蓄え、賛同する仲間をどんどん増やす。
障がい者に対する一般的な見方をポジティブにし、
先端技術の発展に貢献することにより、
我々障がい者だけでなく社会全体を豊かにする。

・ゴールドコンサート及びGCグランドフェスティバルの企画運営など障がい者の音楽支援
・障がい者に関わる総合学習の支援
・ジョイスティック車の普及

（HPより抜粋、参照）
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目 的

活動内容

対 象 関係者

場所、設備

広報

課題や今後の展望

成果・実績 特徴

資金繰り

３.３.１. 詳細①：ゴールドコンサート

障害を持つミュージシャンの方々にその音楽性を競っていただくとと
もに、障害者の能力や可能性の高さを広く知らしめることで、一般社
会における障害者への偏見を正し、健常者とのバリアをなくすこと。

・障害を持った音楽家
-障害の種類（身体・知的・精神・発
達等）不問
-グループの場合、メンバーのうち障
害者が主な役割を占めていること
-プロ／アマ、年齢、性別、住所、国
籍不問

全国及び海外から選抜された約10組が東京国際フォーラムにて開
催される本戦に出場しグランプリを競う。審査は音楽性・完成度の高
さを重視。本戦において、グランプリ、その他各賞を決定。グランプリ
受賞者には、音楽活動支援金として賞金30万円を贈呈。

また障害を持つ来場者への合理的配慮（車いす席設置や手話・パ
ソコン文字通訳等）、特別支援学校の児童・生徒の無料招待なども
行っている。その他関連事業として以下を実施。
・ロビーコンサート: 都心の複合施設のロビーやカフェ・ラウンジなどで

定期的に開催するミニコンサート。
・学校に行こう！: 特別支援学校で行うゴールドコンサート受賞者のミ

ニコンサートや講演会・ワークショップなど。
・サポート講習会:障害者を講師として招き、ボランティアスタッフの育

成を行う講習会を開催する。

・来場者数は、過去12回の累計で9,479名。
-2013年度（10周年記念）：1045名
-2014年度：512名
（Ｊストリーム、Ustream総アクセス数2000件）

-2015年度：776名
（Ｊストリーム総アクセス数870件）

・特別ゲスト出演
GOMA（第12回）、東儀秀樹（第3回、第10
回）、NOKKO・嘉門達夫（第9回）、島津 亜
矢（第8回）、相川七瀬（第7回）、 SPEED今
井絵理子（第6回） 他

・ビデオメッセージ
スティービー・ワンダー、デビット・サンボーン 他

・取材メディア
NHK、フジテレビ、TBS、読売新聞 他

・その他
出場をきっかけにビクターエンタテインメン
トよりメジャーデビューを果たす者を輩出
し、その後の音楽家の活動の拡大にも協
力。

本戦：東京国際フォーラム
地方大会（予選）：仙台、関西、福岡、沖縄（各会場先着50組の中か
ら優勝者が本戦出場。落選しても音源エントリー枠から再応募可）

・主催側が障害者である。出演者や観客でもある障害
者への対応も労わり視点ではなく、敢えて厳しくして
いる（例：チケット代も有料、出演者も終日拘束）

・審査員には湯川れい子氏（審査員長）をはじめ音楽業
界で活躍されている方々をお迎えし、グランプリ受賞
者の中にメジャーデビューされた方もいるなど、注目
も高まっている。

・知的、身体、精神、発達等あらゆる障害者を対象とし
ている。

・本戦参加にかかる日本国内での交通費は、障害者に
ついては主催者が全額支給、同行介添者については
一部支給。

・海外からのミュージシャン招へいなど、日本国内だけ
でなく、世界にも目を向けて幅広くミュージシャンの発
掘を行っている。

・移動困難な方や遠方の方のために、第3回ゴールドコ
ンサートより「インターネット生放送」を開始。第8回
ゴールドコンサートでは総アクセス数2084件を果た
す。またネット投票も実施（しくみ：生放送ページ・出場者
一覧ページ・各出場者のページに投票ボタンを設置）

・子供はチケット代無料。
・観客の障害者と健常者の割合は１：７ぐらいと通常の

障害者イベントに比べて障害者の参加率が高い。
・協賛企業へは実施報告をきちんと行うことで次回以降

の継続協賛につなげている（毎年1200部作成し当日
の様子を収めたDVDも添付）。

・特別ゲスト・審査員・舞台関係者
を含め、多くの企業・団体・ボラ
ンティアの協力によって運営。

・後援：文部科学省、厚生労働
省、社会福祉法人NHK厚生文
化事業団 他

・協賛企業約20社
・競輪からの助成金（収入の約半分）
・プレミア協賛：法人100万円以上の資金

・資金協賛：法人1口10万円～、個人1口1万円～

・facebook、TwitterなどのWebマーケティング
による拡散

・プレスリリースによるパブリシティ

・ヒト/モノ/カネが慢性的に不足。
・障害者の間では徐々に認知されてきているが、

一般人の認知・理解が低いため、集客に苦戦。
・当行事をやらなくても済むような社会を理想とする。
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目 的

活動内容

対 象 関係者

場所、設備

広報

課題や今後の展望

成果・実績 特徴

資金繰り

日本初の障害者が主催するエンタテインメント事業として、障害者自
らが事業を行い、働く場を増やすことを目指す。

＜運営＞
・障害者

＜観客＞
・一般
・障害者

ロック、ポップスを中心とした著名アーティストが出演する音楽イベン
トで、コンサートのみならず、フォトセッションやブース出展、障害者に
よる生産物のフュージョンマーケットなどを実施。

・出演アーティスト
クレイジーケンバンド/島袋寛子/二人目のジャイナ/MORISHIN

・フォトセッション
田原総一朗/野田聖子/湯川れい子ほか

・来場者数
-2013年度（第1回）：884名
-2015年度（第2回）：1207名

・取材メディア
日経新聞、読売新聞、朝日新聞、 NHK、
日本テレビ、スポーツニッポン、AERA
他多数

・企業からは興行事業として捉えもらいその
広告価値を認めてもらっている。

豊洲PIT（東京）

・障害者自らが運営に携わっている（約20名）。

・HPや各種制作物も障害者によるものである。

・チャリティーやボランティア事業ではなく、あくまでも
興行ビジネスとして実施している（企業からのファン
ディングも消費税込み）。

・行政、企業、メディア、教育機関、地域、そしてアー
ティストなど多岐にわたるステークホルダーや関係
者連携している。

・著名人などによる実行委員ほか、
オフィシャルスポンサーとして、
NTTデータや沖電気、日本郵政、
TOYOTAなど約10社が支援。

・NPO、財団、大学、企業など18団
体から協力

・厚生労働省、東京都、神奈川県、
宮城県をはじめ10以上の団体か
ら後援

・当日の入場料として、座席指定6,000円/ 
スタンディング5,000円

・オフィシャルスポンサーからの広告費
・応援サポーターとして法人・個人からの協

賛を募っている。権利としてはロゴマーク
の使用、HPやチラシでの掲載、バックス
テージ見学など。

・facebook、TwitterなどのWebマーケティング
による拡散

・プレスリリースによるパブリシティ

３.３.１. 詳細①：GCグランドフェスティバル

・興行イベントとしての認知度向上と集客が一番の
課題。

・複数アーティストが出演する音楽フェスティバルとし
て定着させるため、観客層、アーティスト陣、収益
性、組織の枠組みなどの適切なスキームを模索中。
チャリティーイベントでもなく、プロによる興行イベント
でもない、独自のスタイルを目指す。

・障害者がステージ設営にも関われるようにもしたい。
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目 的

活動内容

対 象 関係者

場所、設備

広報

課題や今後の展望

成果・実績 特徴

資金繰り

３.３.２. 詳細②：藝大アーツ・スペシャル〜障がいとアーツ〜

障害を持つ方々と分け隔てなく美術や音楽を楽しめる空間を提供
し、現代社会に適合した芸術の可能性を探求すること。 ・知的、身体、聴覚、視覚、精神、すべての障害者を対象

としている。
・美術、音楽、パフォーミングアーツなど障害者アーツを

総合的に扱う。
・コンサートの構成をはじめ、各分野の出演者はプロをそ

ろえイベントのクオリティが非常に高い。
・東京藝大の年間授業「障がいとアーツ」の成果発表も兼

ね、授業の履修学生による演奏や展示のみならず、当
日の障害者サポートなど学生の教育の場でもある。

・多岐にわたる企業や、地域の団体、障害者団体、財団、
大使館など様々なステークホルダーから支援を受けて
いる。

・障害者とその家族
・教育関係者
・芸術専攻の学生
・障害者向け機器を扱う

企業関係者

・東京藝術大学
（演奏藝術センター、COI拠点）

・協賛14社
・協力10団体
・後援8団体

（日本財団パラリンピックサポート
センター、国際交流基金アジア
センターほか）

東京藝術大学奏楽堂、Arts & Science LAB.

東京藝術大学による障害者の芸術活動フェスティバル。
プレ４日間、メイン2日間にわたり、以下のようなプログラムを実施
（日時は2015年度）。

■12月1日～12月4日
・アール・ブリュット展

■12月5日（土）、6日（日）
・特別支援学校生徒と藝大学生の

共同制作による作品発表
・アジアの障害者アーティストの

発掘および紹介
・障害に関わる研究者によるシンポジウム
・障害者のための美術ワークショップ、音楽（邦楽を含む）ワークショップ

・HPでの掲載
・関係者へのパンフレット配布
・ラジオ番組での告知

・企業等からの協賛金
・文部科学省COI拠点の研究費

・毎年協賛金の確保で苦労している。
・来場者数の増加につながる効果的な広報を模索。
・障害者によるアーツの機運を盛り上げるための中長期

的な戦略が必要である。
・アジア諸国との連携を図り海外の障害者との交流促進

も目指す。

＜実績＞
・来場者数（2日間）

2013年度：延べ約600名
2014年度：延べ約650名
2015年度：延べ約1000名

・協賛/協力/後援 団体数
2013年度：17団体（うち協賛5社）
2014年度：19団体（うち協賛5社）
2015年度：32団体（うち協賛14社）

＜成果＞
・ヤマハ㈱と東京藝大COI「障がいと表現

研究グループ」の共同開発により自動演
奏機能付きピアノ（発明名称：ペダル駆
動装置）を特許出願。手足に障害を持
つ者がピアノ演奏する際、右手の演奏
に合わせて左手の伴奏パートおよび足
踏みペダルを自動的に追従させて、そ
の演奏をサポート。
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４．パフォーミングアーツ
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パフォーミングアーツは、バレエ、ダンス、演劇、手話、伝統芸能などをはじめ幅広いジャンルがあるた
め、ジャンルごとに対象障害者が多岐にわたるのが特徴である。

その活動は70年代から目立ち始め、 80年代には聴覚障害者による劇団やパフォーマンス団体が発足
し、90年代にはコンテンポラリー・ダンスの出現・浸透とともに、各地で様々なダンス・ワークショップが展開
されてきた。

これらは障害者のためのメディケーションやカウンセリングを意図したものもあるが、昨今ソーシャルイン
クルージョン※が提唱されるなか、障害の有無に関係なく参加者のあるがままの状態、すなわち異なる身
体性の融合からクリエイティブなパフォーマンスが生まれることに主眼が置かれているものも多い。

2004年からは5年間のプログラムで「エイブルアート・オンステージ」が始まり、以降、多様性がもたらす相
互作用によるパフォーマンス自体に価値を置く傾向が強まってきている。

今回の調査では、音楽部門同様に障害者による参加型の活動に主眼を置くこととし、個人でプロとして
活動しているパフォーマーは対象外とした。

調査結果から、美術や音楽と比較して、パフォーミングアーツは様々な活動形態があるため、対象障害
が幅広く、特に肢体障害者による活動の割合が高いことがわかった。

なお、海外では日本財団が、ラオス、ベトナム、カンボジアにおいてASEAN障害者芸術祭を開催してき
ており、2014年の国際障害者デー（12月3日）では、ミャンマーのヤンゴンにてアセアン9カ国から合計168
人の芸術家たちが集い様々なジャンルでの舞台芸術を発表し、4日間で合計6500人を超える来場者を記
録した。車いすダンサーによる伝統舞踊（カンボジア）、聴覚障害者によるポップダンス（シンガポール）、
視覚障害者のロックバンド（タイ）などや、日本からの特別ゲスト甲州ろうあ太鼓（聴覚障害）のパフォーマ
ンスも披露された。

※「全ての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として包み支え合う」という理念。

４.１. 概要
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４.２. 活動一覧（1/5）

★：日本の伝統芸能

【注】※1記載順は開催地を基準とした（全国→複数→都道府県）

※2「イベント」は一時的な取組み、「活動」は定常的な取組み

※3「○」は対象障害が不特定
※4「鑑賞型」は受動的な関与、「参加型」は能動的な関与

※5詳細リサーチの項目に準じた特徴を明記

（以降のページも同様）

No
※1

類型
※2

名称

主な対象障害※3 主な対象者 活動形態※4

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴※5
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

1 ｲﾍﾞﾝﾄ
★第16回日本太鼓全国障害
者大会

● ● ● ●
全国から障害を持つ方とその家族や施設関係者で構成された34チームが参
加し、情熱溢れる太鼓の音色で約1200人の観客を魅了（2014年度）

日本太鼓財団（日本財団が支援）
が主催、富岳会が共催

毎年持ち回りで実施
（2015年は石川県こまつ
芸術劇場うらら）

2015年10月4日
（年に1回）

1998年

＜成果・実績＞
「『日本太鼓資格認定制度』では、障害者の方が健常者の方と同じ試験を受けて、
すでに60名が合格し、3級の指導員も生まれました。これはとても素晴らしいことで
す。そして海外でも、2013年から行われている『ミャンマー障害者芸術祭』に、2年連
続で甲州ろうあ太鼓のチームが参加しています。耳の聞こえない人でも太鼓の演奏
ができるということは、アジアの障害を持つ人々にもとても大きな力を与えているよ
うです」 （日本太鼓財団の塩見和子理事長、2014年の第16回大会にて）

2 ｲﾍﾞﾝﾄ ★みんなあーと２０１５ ● ● ●

全道の施設、事業所、学校、作業所にてダンスや楽器、絵画や工作などの活
動をしている知的障害者が一同に会する発表の場。
■展示部門

貼り絵、切り絵、造形・手工芸など438点
■ステージ部門

トーンチャイム、太鼓、琴、日本舞踊、オペレッタ、ダンス、手話ソング、ピアノ、
よさこい、フラダンス、演劇

北海道知的障がい福祉協会
北海道札幌市
かでる２.７

2015年9月3日～5日
（年に1回）

2001年
＜プログラム（活動内容）＞
ステージ部門では多岐にわたるパフォーミングアーツが披露され、伝統芸能も含ま
れる稀有なステージ。

3 活動 みやぎダンス ● ● ● ●

インクルーシブなダンスパフォーマンスを目指し、健常者も身体障害者も知的
障害者も皆で一緒につくる芸術活動を推進。
オープンクラス、ステージクラス、カンパニークラスなどのクラスを設けワーク
ショップなども行っている。

NPO法人みやぎダンス 宮城県仙台市 常時 2005年

＜成果・実績＞
90年代からボディワークを取り入れたカウンセリングの学習会グループ「仙台から
だとこころの会」として障害者とのダンス・ワークショップを実施し、のちに「みやぎダ
ンス心体表現の会」（98）「みやぎダンス」(2005)と団体名称変更をし、理念も
「inclusive dance for all」として発展。

4 ｲﾍﾞﾝﾄ
第6回埼玉県障害者アート
フェスティバル

○ ○ ○ ○ ○ ● ●

障害者が創り出す作品の「芸術性」「創造性」にスポットライトを当て、その社
会的評価を高め、将来的には障害者の社会参加や経済的自立に結びつけて
いくことを目指し、以下のジャンルでイベントを開催。
■舞台芸術
近藤良平と障害者によるダンス公演「いつまでも 親のすねは かじれない」。
■美術
障害者アート企画展。県内の障害のあるアーティストの作品を展示した展覧
会。
■音楽
バリアフリーコンサート。ピアニスト田村緑氏が障害者アートのイメージに合わ
せて演奏するほか、クラシックの名曲を演奏

埼玉県障害者アートフェスティバ
ル実行委員会（共催：埼玉県障害
者交流センター、公益財団法人
埼玉県芸術文化振興財団（舞台
芸術））

埼玉県
彩の国さいたま芸術劇場
埼玉県立近代美術館

2015年12月5日～20
日
（年に1回）

2010年

＜資金繰り＞
社団法人（一般社団法人埼玉県経営者協会、一般社団法人生命保険協会埼玉県
協会）や地元の金融機関（(株)埼玉りそな銀行、(株)武蔵野銀行、埼玉縣信用金庫）
などからの協賛で運営。

5 活動 劇団SPARK ● ● ●

運動による発達障害児の支援プログラムを実施。
体のコントロールを重視する「スタジオ・スパーク」、自然の中で思い切り体を
動かす「フィールド・スパーク」、そして本物のパフォーマンスを見て感じる「療
育アート」で構成されている。その中で脳の発達を促すために有酸素運動、コ
ントロール、バランス、コーディネーション、アテンションを軸とした豊富な運動
メニューを提供している。

スパークカンパニー株式会社
東京都
スパークスタジオ初台・羽
根木・代々木公園・喜多見

常時 1997年

＜場所＞
都内に８か所のスタジオを有し、常時見学を受け付けている。
＜資金繰り＞
利用者の会員制であり、９０％は公費で賄われている。

6 活動 西東京アクターズスクール ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

舞台表現の新たな可能性の実現のためにダンス・歌・映像などの表現を通し
て、国籍・年齢・障害の有無、経験未経験を問わず参加者すべてが輝くことの
できる斬新で独特の魅力にあふれた舞台芸術の創作を試みるスクール。
■西東京アクターズスクール：1～2年かけてオーディション、ワークショップ、修
了公演を実施（2014年の第9期で終了）
■オリジナルプランに基づくワークショップ
■AIR Atage Work：パフォーマンス、ダンス、演劇、ライブなどの企画・制作
■ダンスギャザリング：思いのままに自由に踊る
■フォーラム・研究会：パフォーミングアーツの作品、作家をめぐって表現の
エッセンスを探る

AIR-空-パフォーミング・アーツ研
究会

東京都八王子市 常時 2004年

＜資金繰り＞
（以下は、西東京アクターズスクールの活動）
広く企業や商店、個人から協賛・助成金、広告掲載料、寄付等の支援を受ける。さ
らに5期連続して企業メセナ協議会助成認定活動として認められ数社の企業から資
金援助を受けることで公的補助を得ずに自立運営していた。
さらにパブリシティ担当を置き、Webにて広報活動やファンドレイジングを図った。

7 ｲﾍﾞﾝﾄ
Integrated Dance Company 
響-Kyo

● ● ●

障害のある人、無い人がそれぞれ異なる身体の動きや、車椅子の動きの特
性を活かしながらダンスをつくっていくワークショップ。
上記以外にも事務局のミューズカンパニーでは、以下のような活動を推進して
いる。
■参加体験型アート・ワークショップの企画制作

クリエイティブ・ダンス・ワークショップ（以下ＷＳ）、創造的な音楽ＷＳ、クリエ
イティブ・ライティングＷＳ、墨絵アートＷＳ、ネイチャー・アートＷＳ、視覚を超
える造形ＷＳ、美術ＷＳ、演劇ＷＳなど
■海外の芸術団体〈教育団体、アーティスト、ワークショップ・リーダーを含む）
のマネージメント業務

クリエイティブ・アート実行委員会
（事務局：ミューズカンパニー）

東京都
都内にある文化センター
など

常時 2001年

＜資金繰り＞
様々な企業と対話を重ね、以下のように多方面にわたり支援を受けている。
■これまで助成・支援を受けた団体及び企業
ブリティッシュ・カウンシル、国際交流基金、大和日英基金、ローム・ミュージック・
ファウンデーション、野村財団、森村豊明会、グレートブリテンササカワ財団、トヨタ
自動車、松下電器産業、伊藤忠商事、資生堂、KOA、東レ、ベネトン・ジャパン 他
＜関係者＞
プロジェクトごとに有給スタッフやインターン/ボランティアなどを募集している。
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４.２. 活動一覧（2/5）

★：日本の伝統芸能

No 類型 名称

主な対象障害 主な対象者 活動形態

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

8 ｲﾍﾞﾝﾄ サマー・アート・スクール2015 ● ● ● ● ●

ひとりひとりが創造的な自分自身を“探検する場”としての各種アート･ワーク
ショップを提供。障害の有無を超えて共に創造するプロセスの中で、それぞれ
の異なる感性や創造性を分かち合い、 学び合うことによって 新しいアートの
可能性を探る。
■サインマイム・ワークショップ
■関わりが生むダンス・ワークショップ（インテグレイテッド・ダンス・カンパニー
響-Kyo といっしょに踊ろう）
■創造的な声と動きのワークショップ CREATIVE MUSIC
■「つくる気持」ワークショップ Visual art
■視覚を越える造形ワークショップ（―触覚を探索し、質的イメージを作品化す
る Beyond Vision）

クリエイティブ・アート実行委員会
（事務局：ミューズカンパニー）

東京都
芸能花伝舎、月島社会教
育会館、日本橋社会教育
会館ほか

2015年7月25日～9
月6日
（年に1回）

1999年

＜資金繰り＞
各ワークショップにて大人や指導者の参加費を相対的に高くすることで、行事の運
営資金を賄う。
＜プログラム（活動内容）＞
視覚・聴覚・肢体など様々な障害者が参加できるバラエティに富んだワークショップ
を用意。

9 ★日本ろう者劇団 ● ● ●

・ろう者の俳優が、日本の伝統芸能でユネスコの世界無形遺産にもなっている
狂言や、そのほかの演劇を手話で演じ、全国各地で公演。テレビにも出演して
手話の普及につとめている。また世界の色々な国から招かれて、手話狂言を
披露している。
・和泉流狂言師三宅右近師の指導により、昔から継承された狂言特有の動き、
運び足をそのままに、手話表現の研究を重ね、古典芸能にふさわしい手話狂
言を作っている。
・手話狂言、創作劇、ムーブメントシアター、サインマイム（サイン（手話）とパン
トマイムの特徴を合わせてつくり出された表現方法）等劇団独自のレパート
リーを持って全国各地を公演。
・年に36回、各４つのクラス（初級、中下級、中上級、上級）で手話教室を実施。
受講料は1ヶ月5000円。

社会福祉法人トット基金
東京都品川区
トット文化館

＜公演＞常時
＜教室＞各クラス年
に36回

1982年

＜成果・実績＞
1983年 伊・パレルモで開催された世界ろう者会議・演劇祭典に参加。「手話狂言」
1987年 第８回松尾演劇賞演劇特別賞受賞 「手話狂言」

昭和62年度文化庁芸術祭賞受賞 「手話狂言」
1998年 国際交流基金の助成を受け、ロシア・ドイツ・ハンガリー公演 （「手話狂
言」）
2002年 「アジア太平洋障害者の10年」最終年記念の集いで、内閣総理大臣表彰
を受ける
2004年 オリンピック開催を記念して行われた「ギリシャにおける日本文化年2004」
に参加し、アテネで「手話狂言」の公演を行う。
2013年 仏クランドイユ芸術祭に名誉招待国として招かれ手話狂言披露。あわせて
ロンドン公演を行う。

10 活動 STUDIO SD.S ● ● ●

ダンスを通じて子供から大人まで、一人一人が自分自身の可能性と未来を広
げるためのプログラムを提案。心とからだを開放し「踊る」事でハードルを飛び
越え、何かを始めるきっかけを目指す。
■大人クラス(中学生〜)：ストレッチ体操、ビューティーヨガ、シェイプアップダン
スバレエ、IPHOP、JAZZ 
自分のニーズに合ったプログラムを自由に選ぶ。ダンステクニックの習得・優
雅にバレリーナ・ストレス発散！・シェイプアップ・美しい姿勢・いつまでも美しく
ありたい等。
■Kid's、Jrクラス（4才〜小学生対象）：JAZZ、HIPHOP、バレエ、チア、体操
夢と目標をもち、心と運動能力の向上・感性を養う。レッスンや発表会の場を
通して、協調性・自主性・礼儀を身につけ、何よりも自分の言葉で声をだし気
持ちを表現できることを目指す。

STUDIO SD.S
東京都墨田区
STUDIO SD.S

常時 1999年
＜資金繰り＞
以下の地元の法人から支援を受けている。
■㈱雅夢コーポレーション、㈱須田金属製作所

11 活動
手話パフォーマンスきいろぐ
み

● ● ●

・手話の歌を中心とした手話ライブ、歌とお芝居を盛り込んだ手話ミュージカル、
手話による朗読劇、子供ショーなどで、全国を回る。
・演目は、すべて手話と音声付き。聞こえる人にも聞こえない人にも同時に楽
しんでいただけるよう工夫を凝らしながら演じる。福祉やボランティア団体とし
てではなく、手話の映像的な魅力を、ステージから伝えるためのアート集団と
して、手話パフォーマンスに取り組んでいる。
・キャスト３０人のうち半数がろう者。スタッフは１０人。

株式会社手話あいらんど
東京都世田谷区
世田谷ボランティアセン
ター

常時 1989年

＜成果・実績＞
渋谷ハチ公前の路上ライブや、子供むけの手話歌などのＤＶＤ、モーニング娘。や、
ケミストリーの手話指導。「オレンジデイズ」や「ラブレター」などのテレビドラマ、ハリ
ウッド映画「バベル」の手話指導なども手掛ける。
＜資金繰り＞
手話教室の受講料や映像・雑誌などへの出演、手話パフォーマンス・講演・講座の
出前実施、手話ビデオや雑誌・書籍等の企画構成・執筆活動など多岐にわたる収
入源をベースに活動をしている。

12 活動 みんなのダンスフィールド ● ● ●

・名称は年齢や性別やからだの大小や障害の有無に関わらず,すべての“みん
な”が自分のからだで自由に創造し，共に表現を創り合う場でありたいという
願いが込められている。同時に，身体表現による inclusive な実感や経験を生
かして，それぞれがいろんな形のinclusive fieldを，地域社会で築いていきたい
という希望を表す。
・月に２～３回の定期的な活動では、フィールドのメンバーを中心に、多くの見
学者（学校の先生、教育や福祉、スポーツの専門家の方々、学生さん、ダン
サー等）を迎えながら、一緒に身体を動かしたり、自由に身体で表現すること
の楽しさを経験する場となっている。

NPO法人みんなのダンスフィール
ド

東京都新宿区
戸山サンライズ体育館（全
国身体障害者総合福祉セ
ンター）

常時
（月に2回）

1998年

＜プログラム（活動内容）＞
ダンスフィールドのメンバーそれぞれが、自分達の地域でワークショップを自主的に
行う企画を2009年11月より立ち上げる。場所探し、参加者集め、ワークショップの
リーダーなど、全てをメンバーが自分達で行う。

13 ｲﾍﾞﾝﾄ

第11回ライブ・パフォーマン
ス
「てあわせバとル・おどる・ど
るどる」

● ● ●

・2011年に行われた第10回ライブ・パフォーマンスから4年越しの開催。
舞台と客席が分かれている劇場型ではなく、自分たちの表現をより肌で感じて
もらえるように舞台と客席との距離を近づけるために、会場の配置を自由に設
計することが出来るアサヒ・アートスクエアで実施。
・1部では「てあわせ」を通して様々な個性を表現した連作を披露。
2部では石巻から来られた先生も交え「ふるさとのめぐみ」を披露。石巻に流れ
る北上川の源流からお祭りの花火、海に泳ぐ様々な魚たちを表現し、みんな
のダンスフィールドと被災地とのてあわせワークショップを通じて出来た繋がり
があってこその作品となった。

NPO法人みんなのダンスフィール
ド

東京都墨田区
アサヒ・アートスクエア

2015年5月17日
（不定期）

1998年

＜関係者＞
アサヒ・アートスクエアのスタッフ、早稲田大学や東洋英和女学院大学の学生なども
サポーターとして参加。
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４.２. 活動一覧（3/5）

★：日本の伝統芸能

No 類型 名称

主な対象障害 主な対象者 活動形態

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

14 活動
日本車いすダンススポーツ
連盟

● ● ●

車いすダンスが障害者のスポーツとしてのリハビリテーション効果を追求して、
高齢化社会での老人のスポーツとして、また楽しみとして障害者、健常者の境
を外し、真のノーマライゼーションを確立させられる運動に発展して行くことを
目的に設立された特定非営利活動法人で、全国の車いすダンス教室の紹介
や以下の講習会・競技会などを実施。
・車いすダンス講習会
・全日本車いすダンススポーツ選手権大会
・世界車いすダンススポーツ選手権大会（2004年、2013年）

日本車いすダンススポーツ連盟 東京都大田区 不定期（休止？） 2001年
＜広報＞
全国の車いすダンス教室を紹介。

15 ｲﾍﾞﾝﾄ エイブルアート・オンステージ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

障害のある人たちが演劇，ダンス、音楽などの舞台芸術分野で、表現する機
会を提供するとともに、今まで出会うことのなかった人どうしが出会い、お互い
のちがいを越えてコラボレーションすることを目指し以下の活動を実施（現在は
活動終了）。
■活動支援プログラム
障害のある人が参加する、さまざまな舞台芸術の取り組みに対して、上限150
万円の支援金を提供するプログラム。
2004年から5年間の計画で、毎年6～8グループを支援。支援対象者は各地で
グループを立ち上げ、参加者の募集、ワークショップを実施、地元での公演を
実施。活動終了後はすべての支援先が集まる報告会で、活動のプロセスや作
品の映像を発表。
■コラボ・シアター・フェスティバル
活動支援プログラムに参加したグループの成果を多くの人に伝え、次に続くグ
ループへ課題を提示する場。
地元公演で発表した作品のうちいくつかを、さらに発展させて上演したり、シン
ポジウムや展示などさまざまな方法で、各参加団体の成果を伝える。
■飛び石プロジェクト
2005年に英国のカンパニー、Full Body & The Voieを招聘しワークショップと公
演を実施。2006年2月から、英国の２人の演出家を交互に招き、さまざまな障
害のある人や俳優などのアーティストたちとのワークショップを通じて交流し、
作品づくりを行う。

エイブル・アート・ジャパン
明治安田生命保険相互会社

東京都
年に1回
（現在は終了）

2004年

＜プログラム（活動内容）＞
平田 オリザ氏ほか合計７名の実行委員のもと、以下のような幅広い対象者に向け
て一定期間にわたる活動支援プログラムを実施。
①毎年8都市程度（5年間で延べ40都市程度）で、障害のある人とともに、パフォーミ
ングアーツの可能性を探るワークショップを実施する、グループ・個人に対して、資
金面、運営面でのサポートを行う。
②各グループはそれぞれ、演劇、 ダンス、音楽をはじめさまざまな表現ジャンルの
ワークショップやレッスンを行い、お互いにその可能性を探ったり発見する。
③各グループはその活動の途中経過の報告や、まとめとして、公演をはじめとする
発表を行う。 （3月～4月）
④各グループは東京での公開プレゼンテーションに参加し、それまでのプロセスや
発表した作品を多くの人と共有する。（6月初旬）
⑤各グループのうちいくつかのグループを、東京で開催する「コラボシ・アター・フェス
ティバル」に招聘し、多様な表現のありかたや可能性を提示してもら。（秋）

16 ｲﾍﾞﾝﾄ ★バリアフリー能 ● ● ● ●

・多様なサポートを用意することで、障害者にも気軽に能や狂言を楽しんでもら
うことを目的とした企画。
・演目は、太郎冠者が鎌倉中の鐘の音を聞いて回る様がおもしろい狂言「鐘の
音」と、山伏が鬼神に出会い、天界から地獄の底までを映す鏡を見せてもらう
能「野守」。
・サポートは点字ちらし・パンフレット、メールパンフレット、詞章（台本）の配布、
触わることのできる能面展示、能舞台の触図などのほか、公演中の視覚障害
者向け副音声、解説時手話通訳、解説時パソコン通訳などが用意されている。
また、車いす向け駐車場や介助者無料のサポートも用意。
・聴覚障害者向けにiPadやプレイステーションポータブルなどの再生機器によ
る字幕の配信も行う。公演中は各席に設置された再生機器の画面に、舞台の
口上に合わせた字幕が流れる。

横浜能楽堂
神奈川県横浜市
横浜能楽堂

2015年3月21日
（年に1回）

2002年

＜場所＞
視覚障害者向けには解説時パソコン通訳。
聴覚障害者向けにはiPadやプレイステーションポータブルなどの再生機器による字
幕の配信も行うなどテクノロジーを駆使した鑑賞サポートを実践。

17 活動
★デフ・パペットシアター・ひ
とみ

● ● ●

・1980年にひとみ座を母体とした(公財)現代人形劇センター内に誕生し、国際
障害者年となった翌1981年から公演活動を開始。ろう者と聴者が協同して公
演活動を行っているプロの人形劇集団。
・目指すものは、以下の３点。
①障害の有無に関わらず楽しめる人形劇を創ること
②ろう者と聴者の感性を活かして、新しい人形劇の表現に挑戦すること
③大人も楽しめる人形劇を創ること

■公演
・全くセリフを使わない無言劇・手話語り・字幕・映像・プラカード。
・仮面劇・パントマイム・お神楽・京劇・日本舞踊。
・「見て楽しめる、感じられる」フリースタイルのセリフに頼らない人形劇で、観
る人の想像力を引き出す。
・色とりどりの民族楽器、空気を震わす打楽器など、目で見て、体で感じる音楽
も取り入れている。
■ワークショップ（一例）
・楽器にさわってみよう、 ｢音(リズム)」を身体と心で感じてみよう、｢音」でお話
してみよう、人形劇をみて演奏しよう
・見てあそぼう、表情をつかってあそぼう、受けとってあそぼう
・身近な素材で人形を作ろう！、作った人形で遊ぼう！、人形×手話でお話し
しよう！

デフ・パペットシアター・ひとみ

神奈川県川崎市
公益財団法人 現代人形
劇センター内
（公演は全国で実施）

常時 1981年

＜資金繰り＞
以下の法人から支援を受けている。
■パイオニア、キリン福祉財団、日本郵便年賀寄付金、FANCLもっと何かできるは
ず基金
＜関係者＞
実行委員会の構成は様々(福祉団体、手話サークル、鑑賞団体など)だが、デフ・パ
ペットの公演準備を通じて、バリアフリーな社会を実現するために集まった有志。
それぞれの地域の実行委員会が、地域で文化と福祉を結ぶ架け橋となり、これまで
実行委員会形式で、約650地域で2500回を超える公演を行ってきた。
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４.２. 活動一覧（4/5）

★：日本の伝統芸能

No 類型 名称

主な対象障害 主な対象者 活動形態

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

18 ｲﾍﾞﾝﾄ SLOW MOVEMENT ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

・年齢、性別、国籍、障害の有無などを越えて集結した人々が、街中でパ
フォーマンスを繰り広げることで＜多様性と調和＞のメッセージを広めていくプ
ロジェクトの第一弾。サーカスやダンスなどの身体表現を取り入れ、様々な分
野のクリエイターと市民がワークショップを重ねながらつくる参加型パフォーマ
ンス。
・詩人三角みづ紀氏が本プロジェクトのために書き下ろした一編の詩「The 
Eternal Symphony」を、サーカスアーティスト・金井ケイスケ氏を中心に、一般
公募で選ばれた年齢、性別、職業、障害の有無を越えた多様なパフォーマー
15名がワークショップを重ねて参加型のパフォーマンス作品に仕上げる。見る
見られるの境界を超えて、人の動きや気配が共鳴し自然の光と音が紡がれる。
楽譜の迷宮に迷い込んだような身体と五感を使って楽しむイベント。

特定非営利活動法人スローレー
ベル

神奈川県横浜市
2015年10月3日、15
日
（不定期）

2015年

＜関係者＞
専門スタッフ31名、市民パフォーマー14名、市民スタッフ32名による地域密着型の運
営により市民のエンパワーメントも図る。
＜広報＞
スタイリッシュなWebサイトを通じて、障害者イベントのイメージ転換も図る。

19 ｲﾍﾞﾝﾄ 糸賀一雄記念賞舞台芸術祭 ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

2001年より開催し、５回目を迎える2006年の「糸賀一雄記念賞音楽祭」では
「糸賀一雄記念賞」が１０周年を迎える記念すべき年でもあり、それまでの音楽
（合唱・リズム、打楽器演奏）、身体表現（ダンス）に、演劇が加わり、「糸賀一
雄記念賞舞台芸術祭」として新たな舞台表現に挑戦。
県内各地で行っているワークショップの日々の積み重ねから、一本の舞台作
品を創作を目指しロビンフッドの冒険物語を主軸に、200人を超える以下のグ
ループに属する参加者が出演。
・演劇表現グループ
・アンサンブルグループ
・パーカッショングループ
・合唱・リズムグループ
・ダンスグループ

糸賀一雄記念賞音楽祭実行委員
会 事務局

滋賀県栗東市
栗東芸術文化会館さきら
大ホール

2006年11月19日
（単年度事業)

2006年
＜実績＞
周年行事として、200人もの出演者が１本の舞台作品に参加。

20 活動
Performance For All 
People.CONVEY

● ● ●

障害者女優（義足の女優、ときどき車椅子女優）＆ダンサーとして活動する森
田かずよ氏による、身体になんらかの障害がある方向けのダンスレッスンクラ
ス。
自分の身体をポジティブに捉え、ケアしながら楽しむダンスレッスンクラス。呼
吸からストレッチを中心に、ピラティスやバレエメソッドを用いながら、自分の身
体を知り、自分の身体のパワーを感じ生かしながら踊ることを探っていく。義足
や車椅子の方も受講可。

CONVEY
大阪府大阪市
ダンススタジオP'spot14

常時
（月に2回）

2000年

＜広報＞
森田かずよ氏が司会をつとめる福祉番組「バリアフリーラボ」というメディアを有する。
バリアフリーな人々とアートやカルチャーについて考える、ファッショナブルな番組と
いうコンセプト。
従来の「福祉」という枠組みを超えて、アートやファッション、カルチャーなど今を生き
る人たちへの情報提供をふくめさまざまな人の生き方に触れる番組。障害のある人
のみならず高齢者や、それに関わる人、さまざまな人を対象とする。
2013年4月より、ソーシャルネットワーク大阪にて月1回（現在は不定期）の配信。
Twitterにも連動させ、視聴者との相互コミュニケーションによって番組を進めている。
＜プログラム（活動内容）＞
マッチングサービスとして、パフォーミングをしている障害者や障害者が活躍してい
る劇団、 障害者でも入れるダンス教室などと、活躍の場を探してる人や興味のある
人とを結びつけるシステムも運用。

21 ｲﾍﾞﾝﾄ
コンヴェイ・プアプア・プロジェ
クト

● ● ●

とんぼりリバーサイドで開催されるハワイアンイベント「とんぼりアロハフェス
ティバル」にて、からだに障害のある人、車椅子の人などを対象に1曲フラダン
ス（通称：フラ）を踊る。フラは花、波、風などの自然、そして恋や家族への愛を
表現している。テーマ曲は『花は咲く』。

CONVEY
大阪府大阪市
とんぼりリバーウォーク

2015年9月19，20日
（年に1回）

2015年

＜プログラム（活動内容）＞
事前の練習日を7月,8月,9月に設けることでフラダンス未経験者でも参加が可能に。
＜広報＞
地元のイベントの一環として開催することで、効率的に告知できる。

22 活動
ジェネシスオブエンターテイメ
ント

● ● ●

車いすダンスと講師派遣を中心に、障害のある人とない人が活動を 「生きが
い」から、自分で生活を支えるための「職業」へとしていくことを目指している市
民活動。
■車いすダンス教室（通常教室）

10代から70代まで、ダンス経験のある人もない人も色々な立場の人たちが集
い、車いすダンスを楽しむ時間。内容は車いすダンスをはじめて体験する人か
ら、ダンス暦10年以上の人まで行える時間をみんなで創っている。
■社交ダンス技術レッスン

いすダンス（社交ダンス）の基礎と技術を高めるための技術レッスン
■車いすダンススキルアップ講座

車いすダンスをコミュニケーションから競技、スポーツへと深化を図る為の一
般公開講座（車いすダンスの指導や競技大会の出場を目指す人向けの講座）
■自由練習日

車いすダンス教室などで学んだことを復習する機会として、会員メンバーが
自発的に集まり メンバー同士でダンスを高め合う為のコミュニケーションの時
間

ジェネシスオブエンターテイメント

大阪風大阪市
（福）大阪府社会福祉協議
会 大阪府ボランティア・
市民活動センター内

常時
（週に1回）

1997年

＜成果・実績＞
車いすダンススポーツ全日本選手権大会及びアジア大会チャンピオンや、全国で行
われる車いすダンス競技大会にて優勝者を複数名輩出している。
現在、優勝経験選手たちが全国各地での車いすダンス出演や講演会活動でダンス
披露を行い活躍の場を広げている。
＜資金繰り＞
行政からの補助金が一切ない民間で運営し活動を展開している市民団体のため、
以下のような車いすダンス出演・講師派遣などを通じて活動資金を工面している。
■車いすダンス芸術鑑賞公演、公演会、車いすダンス出演、講座・研修会・ワーク
ショップ
車いすダンス出演・講演会など講師派遣で得た収入を元に、『誰もが車いすダンス
に参加できる』ように11年間、無償～数百円で受講できる車いすダンス教室を年間
約100日開催し、人権に関する学習会・障害のある人の就労とヘルパーなどのコー
ディネートなどの活動を専従職員1名と無償で活動しているメンバー11名で運営を
行っている。
当会から車いすダンス出演・講師派遣で伺うメンバーはすべて、その派遣にて発生
する費用を本人がいただくことはなく、その収入のほとんどは無償で活動するメン
バーの交通費や生活困難なメンバーへのダンスレッスン費用の助成、ダンス大会出
場遠征費などを中心に充てることで活動を継続している。

23 ｲﾍﾞﾝﾄ ★みんなでたたこうin愛媛 ● ● ● ● ●

愛媛県全体から、各地域で活動している、様々な太鼓のグループが一同に会
して、練習をつんできたダイナミックな太鼓の演奏を披露。
知的な発達の遅れがあったり、視覚や聴覚にハンディを持っていたり、して、普
段は共同作業所や授産施設などで働いている人たちがほとんど。

特定非営利活動法人 アトリエ素
心居

愛媛県松山市
総合福祉センター

2015年10月4日
（年に1回）

2004年？

＜プログラム（活動内容）＞
「みんなでたたこう」の名のごとく、全グループの演奏が終わり、参加した太鼓グルー
プの人みんなや、観客の一部の人などが混じって全員で太鼓と竹筒をたたき一体感
も味わえる演出。
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４.２. 活動一覧（5/5）

★：日本の伝統芸能

No 類型 名称

主な対象障害 主な対象者 活動形態

内容 実施団体 開催地 開催時期/頻度 開始年度 特徴
知的 視覚 聴覚 肢体 発達

障害者
のみ

健常者
含む

鑑賞型 参加型

24 ｲﾍﾞﾝﾄ

平成27年度鳥取県障がい者
舞台芸術祭「あいサポート・
アートとっとり祭り」

○ ○ ○ ○ ○ ● ●

県内の障害者が取り組む舞台芸術（音楽、演劇、ダンス等）の発表と鑑賞の
機会を提供し、障害者の生活を豊かにするとともに、障害者の社会参加と県
民の障害に対する理解の促進に寄与するため開催。
■プログラムの一部
・パフォーマンスステージ
・障害者アート展
・バリアフリー映画の上映

鳥取県
鳥取県鳥取市
とりぎん文化会館

2015年10月3，4日 2015年

＜目的＞
全国の巡回イベントである「第14回全国障がい者芸術・文化祭とっとり大会」の開
催をきっかけに、その成果を未来に引き継ぎ、障がい者の芸術文化振興を進める
ことも目的の一つとしている。
＜場所＞
会場では、以下のようなさまざまなバリアフリー対策を施し、障害のある人ない人、
誰でも楽しめる工夫を凝らしている。
・救護・休憩室、託児室の設置
・手話通訳・要約筆記が見やすい情報保障席の設置
・特設ステージの様子を、音声で分かりやすく解説する音声ガイドを用意
・会場への来場が困難な人のためにインターネットで、フリースペース特設ステー
ジの様子をLIVE中継

25 ｲﾍﾞﾝﾄ Lifemap ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
・ダンス・演劇などのパフォーミング・アーツの発表
・8月より約20回の練習を経てパフォーミングアーツ作品を制作

NPO法人まる
福岡県福岡市
「ゆめアール大橋」

12月
（年に1回）

2007年

＜資金繰り＞
国内最大のクラウドファンディング「READYFOR」で1,082,000円を集め、資金調達
の目標（100万円）を達成した。
支援金の額に応じて以下のような特典を提供（以下は支援金10万円のケース）
・ サンクスレター
・ 事業の報告書（約30頁）
・ 映像作品／DVDのエンドロールに氏名を明記
・ 映像作品／DVD
・ 当法人が運営する「工房まる」のカレンダー
・「Lifemap2013 otto&orabu Live in IMS」DVD 

26 活動 ★瑞宝太鼓 ● ● ●

・1987年に知的障害者の余暇サークルとして発足。楽しみながら練習と演奏
活動を続けてきたが、「プロになりたい」と多くのクラブ員から希望の声が上
がり、その夢を叶えるため2001年に4名の団員で構成する「瑞宝太鼓」を結成。
・今では日本全国、時には世界を舞台に年100回以上の公演や、講習活動を
行う。また全国の少年院・刑務所での演奏や学校公演、東日本大震災での
支援活動を通して社会貢献活動も行なっている。
・「希望し、努力し、感謝して生きる」をテーマに、特技・特性を活かした活動を
展開している。

瑞宝太鼓
長崎県雲仙市
社会福祉法人南高愛隣
会（事務局）

常時
（年に100回以上）

1987年

＜広報＞
2011年、瑞宝太鼓メンバーを主人公にしたドキュメンタリー映画が完成。映画は、
「瑞宝太鼓」が新曲に挑戦する姿の中に、彼らの暮らしを描き出す。“障がいがあ
る人もない人も、同じ場所で、普通に暮らす”ことで生まれた絆、ラストを飾るメン
バーの演奏をドラマチックに表現。
＜成果・実績＞
～受賞歴（一部）～

1998年 北九州国際障害者芸術祭 最優秀賞
2006年 長崎県地域文化章
2008年 サントリー地域文化賞、長崎県民表彰特別賞
2010年 第9回東京国際和太鼓コンテスト優秀賞
2012年 法務大臣感謝状、優秀勤労障害者 長崎県知事表彰
2013年 第27回人間力大賞 文部科学大臣奨励賞

～海外公演～
1992年 スペインパラリンピック閉会式出演
1997年 ニューヨーク国連本部・ロサンゼルス公演
2000年 シドニーパラリンピック・ブリスベンフェスタ出演
2004年 スウェーデン・ブルネス INAS･FIDグローバル大会他演奏
2008年 マレーシア「ムヒバセンター」開所祝賀演奏・友好訪問演奏
2012年 ワシントン・ニューヨーク 桜まつり100周年記念イベント演奏
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４.３.１. 詳細①：日本ろう者劇団

団体名

設立

所在地

理念

活動内容

黒柳徹子著「窓ぎわのトットちゃん」の著作権を受領し設立した社会福祉法人。

社会福祉活動に加えて、聞こえる人も聞こえない人も、ともに参加してより高い水準のろう者

の文化を創造し、享受することを目標とする。

社会福祉法人 トット基金

1981年

東京都品川区西品川2-2-16

【トット文化館（就労継続支援B型）活動】

・簡易作業、受注内職作業（小物の袋詰め、封入など）

・農園・園芸作業（トット農園での作業）

・自主製品作製（エコバッグ、布小物など）

【日本ろう者劇団活動】

・公演（自主企画、出張）

・手話教室

（HPより抜粋、参照）
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目 的

活動内容

対 象 関係者

場所、設備

広報

課題や今後の展望

成果・実績 特徴

資金繰り

４.３.１. 詳細①：日本ろう者劇団

聞こえる人も聞こえない人も共に楽しめる演劇を通してより多くの方に
手話の魅力と演劇の素晴らしさを伝え広めていくことを目指す。

手話狂言、創作劇、ムーブメントシアター、サインマイム（サイン（手
話）とパントマイムの特徴を合わせてつくり出された表現方法）等劇団
独自のレパートリーを持って全国各地を公演。
また世界の色々な国から招かれて、手話狂言を披露。
和泉流狂言師三宅右近師の指導により、昔から継承された狂言特有
の動き、運び足をそのままに、手話表現の研究を重ね、古典芸能に
ふさわしい手話狂言を作っている。

さらには、手話を広めることを目的に手話教室を開催。基本的な手話
学習から様々なイメージ表現の指導までを初級、中下級、中上級、上
級に分かれて劇団員が実施。

＜トット基金理事長＞
黒柳徹子氏

＜手話狂言指導者＞
和泉流狂言師三宅右近師

＜運営＞
常勤職員約8名

＜手話狂言、演劇＞
演者：ろう者20名（劇団員）
観客：ろう者と健常者が半々

＜手話教室＞
講師：ろう者
受講生：健常者

＜手話狂言、演劇＞
・国立能楽堂（年1回）
・その他出張公演先
※稽古はトット基金文化館や狂言指導者の稽古場

＜手話教室＞
・トット基金文化館

・1981年から活動を開始し、毎年恒例の手
話狂言は2016年で35回目となる。
秋篠宮妃殿下もご来場される。

・以下のように海外公演も活発に実施。
-1983年 伊・パレルモで開催された世界

ろう者会議・演劇祭典に参加。
-1998年 国際交流基金の助成を受け、ロ

シア・ドイツ・ハンガリー公演。
‐2004年 オリンピック開催を記念して行わ

れた「ギリシャにおける日本文化年2004」
に参加し、アテネで「手話狂言」の公演。

‐2013年 仏クランドイユ芸術祭に名誉招
待国として招かれ手話狂言披露。あわせ
てロンドン公演を行う。

‐2015年ローマ、パリにて自主公演（国際
手話で演技し好評を博す）

・文化庁芸術祭賞、内閣総理大臣表彰な
どを受賞

・主にHPを通じた情報発信
・手話狂言の集客は以下の通り

‐ろう者：全国からのリピーターが多い
‐健常者：手話教室の受講生や口コミ

・文化庁国際芸術交流支援事業の拠出
・手話狂言、手話教室による収入

・2015年からは「はじめての手話」講座を近所の
住民向けに実施。トット基金の活動やろう者へ
の理解促進を図る。

・就労継続支援B型のような福祉事業と手話狂言
のような公益事業を両立することで運営資金を
工面している。

・手話狂言ではできるだけ毎年新しい曲にチャレ
ンジしている（これまで60曲以上を公演）。

・ろう者で演技ができる次世代の育成が最大の
課題。劇団員を常に募集し、若者を増やし世
代交代を図りたい。
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４.３.２. 詳細②：みんなのダンスフィールド

団体名

設立

所在地

理念

活動内容

すべての“みんな”が自分のからだで自由に創造し，共に表現を創り合う場の創造。

同時に，身体表現による inclusive な実感や経験を生かして，それぞれがいろんな形の

inclusive fieldを，地域社会で築いていく。

NPO法人 みんなのダンスフィールド

1998年

戸山サンライズ体育館（全国身体障害者総合福祉センター）
東京都新宿区戸山１-22-１

・コミュニティにおけるパフォーマンスの開催
・コミュニティにおけるワークショップ開催
・定例活動の実施

（HPより抜粋、参照）
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目 的

活動内容

対 象 関係者

場所、設備

広報

課題や今後の展望

成果・実績 特徴

資金繰り

４.３.２. 詳細②：みんなのダンスフィールド

１）コミュニティにおけるパフォーマンスの開催
主に公共のホール（練馬文化センター大ホール・客席数1500など）を利用し

てパフォーマンスを開催し、過去11回の開催で観客動員数は延べ5000名に
上る。また、学校や児童館、博物館、地域のイベント等における招待公演も多
数行う。

２）コミュニティにおけるワークショップ開催
幼稚園や小・中学校、児童館、大学、特別支援学校、福祉施設、子育てイ

ベント等でワークショップを年間５回程度開催し、互いの可能性を引き出し合
いながら共に表現を創ることの楽しさや、その中で芽生える他者とのあたたか
い交流を体感できる場づくり。

３）定例活動の実施
全国障害者総合福祉センター（新宿区）にて月に2回の定例活動を実施し

ている。毎回、本団体のメンバー（2歳から60代までの約40名）に加え、保育者
や教員を目指す大学生、芸術/教育/福祉の専門家等が多数見学・体験に訪
れ、常に新しい共創活動が繰り広げられている。

・主に肢体障害者（団体としては
特に制限は設けていない）

・障害者の親
・健常者

子どもたちを中心としながら広く一般市民を対象として性別や年齢・障
害の有無にかかわらず互いの個性を尊重しともに楽しむ身体表現活動
を行うことを通して、子どもたちの豊かな発達と成長とともに育みあう包
容力のあるインクルーシブな社会の実現に寄与すること。

・東洋英和女学院大学の西教授や
ゼミ生、かつての教え子によるボラ
ンティア

・早稲田大学理工学術院三輪教授
とゼミ生（心身の働きを考慮した共存
在のコミュニケーション技術等の研究）

主に全国障害者総合福祉センター（新宿区）

・2003年に韓国で開催された「4th International 
Symposium of Adapted Physical Activity」にて、
本団体の8名のメンバーがインクルーシブ・ダン
スのデモンストレーションを行う。

・2004年から、早稲田大学理工学術院三輪研究
室との交流を始め、互いのフィールドを訪れ合
いながら関係を深め、2010年にはイタリアの
ジェノバで開催されたサイエンスフェスティバル
で、同研究室との共同制作のもと、本団体の7
名のメンバーが影メディアを使い上演した（招待
公演）

・2011、2012年には、国立民族学博物館が主催し
たワークショップにおいてインクルーシブな身体
表現パフォーマンスを行い、ワークショップ参加
者および一般の来館者約100名が鑑賞した。

・2013年から、被災地でのインクルーシブな共創
表現ワークショップ『Teawase inclusive 
workshop in miyagi』（主催：「表現未来の会」）
に当団体の20代のメンバー2～3名が参加し、
サポート的な役割を担う。2014、2015年には同
団体主催の公開ワークショップ「てあわせでしあ
わせ」にてパフォーマンスを行い、ワークショッ
プ参加者および一般の来場者が200名鑑賞。

・活動の仕組み化が課題。このような取組が全国のあらゆる地域
で実施されればより多くの障害者や健常者が垣根なく交流で
きインクルーシブな社会の実現につながると考えている。

・2020年を控え、障害の有無や年齢、性別、経験の有無を超え
て多様な人々を包み込める活動でもあるダンスの持つ社会的
役割を実践する先駆的な存在として、長年の経験を活かしな
がら、さまざまなかたちでインクルーシブな身体表現の意義や
可能性を積極的に社会へ発信していく。

・メンバーの多くは、乳幼児期から当たり前のようにさまざまな人
と自然に関わり、共に表現を創り合う経験を積み重ねてきた。
現在、その経験を活かしながら、メンバー自身が各々の特性を
活かしながら、インクルーシブな身体表現活動の推進に取り組
んでいくための基盤作りを行っている。

・2013年より宮城県石巻市・東松島市との人々との交流を始めて
いる。いかなる状況においても人々を等しく包みこみ、自己を
表現しようという未来への一歩を共に歩む活動でありたいとい
う願いとともに、それを待っている世界中の人々に向けて、今
後は活動範囲の拡大により一層の力を注いでいく。また、講演
会や出版活動も視野に入れながら、身体表現活動と接点がな
かった人々（例えば、外出が極めて困難な人々など）に対して
も、積極的なアプローチを試みていきたい。

・活動が常に市民の目線で社会へと開かれている。団体設立当
初からメンバー自身のコミュニティでのつながりを活かし、その
コミュニティの特性や人々の生の声に寄り添いながらワーク
ショップやパフォーマンスを展開。誰もが自由に自分を表現
し、互いを受け入れ合う場づくりを目指している。

・長期にわたり活動が継続できている理由は「インクルーシブ・セ
ンス」の追及にある。インクルーシブな活動のモデルとして欧
州からも評価されているが、障害の有無に関係なく個人の個
性がぶつかり合うことで創造的な表現が生まれる場の雰囲気
づくりを大事にしている。ありのままの自分で主体的な存在とし
て輝ける場として大きな意味や価値を見いだしている。

・参加者からの会費
・NPO法人としての助成金

（Webサイト「CANPAN FIELD」より一部抜粋）

・HPによる情報発信（障害者自身が管理）
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５．一考察
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５. 一考察
今回の調査を通じて明らかになった課題とそれに対する対策案を考察する。

【課題】

①団体間の連携

各団体が個別に活動し、横の連携が十分ではないため、各団体の優れた活動が共有されていなかったり、活動の広がりにも限界がある。

②組織の在り方

活発に活動している団体の多くは、情熱を持ったリーダーに支えられている属人的組織であるため、活動の持続性が危惧される。

③障害者間の交流

多くの団体が対象障害を限定していないが、参加する障害者の症状は偏る傾向にあるため、異なる障害をもつ者同士の交流が十分ではない。

④情報発信

Webで情報公開している団体は東京などに偏っている。ネット社会において地方の活動が地元の障害者へ十分に伝わっていない可能性がある。

⑤社会の受け入れ

団体の中ではいきいきと活動できても、社会に戻ると周囲の理解や設備のバリアが障害者の社会活動を阻害している。

【対策案】

①団体間の連携

様々なジャンルを包括した、団体活動を集約するような情報プラットフォームをつくり、全国の団体が成功モデルを共有できる仕組みをつくる。

②組織の在り方

組織強化等の検討とその支援体制づくり（一例：①の成功モデルなどをもとに障害者と共にガイドを作成し、活動を担える人材育成のシステム構築等）。

③障害者間の交流

アーツは様々な障害者をつなぐメディアであることを認識し、その接点となるプログラムの開発及び情報交換連絡会の形成等で交流を促す。

④情報発信

①のようなポータルサイトをネットの様々なタッチポイントを駆使して発信すると同時に、各団体も自らネット発信できるようなガイドを提示する。

⑤社会の受け入れ

2020年の東京オリンピック・パラリンピックを機に、日本から世界にソーシャルインクルージョンの範を示せるような準備や社会啓発を進める。



42

参考情報（「内外教育」時事通信社2015.11.17号）
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あとがき

今回はインターネット上の情報を中心とした一次調査であったが、今後は、当調査で得ら
れた仮説に基づき、より詳細に各団体の活動をリサーチすることが求められる。

その調査の過程で各団体とのネットワークを強化することで、好事例や課題の共有、活動
の対外発信など部門を横断したプラットフォームの形成につながることが見込まれる。

また今回の調査でも明らかになったが、各部門（美術・音楽・パフォーミングアーツ）で参加しやす
い対象障害が異なるため、あらゆる障害者が芸術活動に触れられる社会を考える上では各
部門が補完し合えるような全体構想が必要であろう。

2020年の東京オリンピック・パラリンピックを一つの契機に、社会のあらゆる人びとが芸術活
動を通じて、生きる力や喜びを得られる社会にしていければと切に願う。
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